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奈
良
時
代
の
文
書
は
、
正
倉
院
に
仰
え
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
正
倉
院
文
書
を
そ
の
主
要
部
分
と
し
て
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
か
ら
出
版
さ
奴

た
大
日
本
古
文
書
二
十
五
冊
に
よ
っ
て
學
界
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
、
筆
者
の
弊
え
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
寓
二
千
通
に
及
ん
で
ゐ
る
。

》
壁
職
錘
。
そ
の
後
、
こ
の
大
日
本
古
文
書
所
收
以
外
の
奈
良
時
代
文
書
が
間
登
發
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
数
は
極
く
僅
か
で
あ

る
。
從
っ
て
こ
の
数
を
以
て
、
ほ
贋
と
の
時
代
の
現
存
文
書
数
と
老
へ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

奈
良
時
代
七
十
五
年
間
に
對
し
て
、
天
睡
元
年
（
Ａ
Ｄ
七
八
一
）
に
始
ま
り
、
誘
永
四
年
（
Ａ
Ｄ
二
八
五
）
に
至
る
約
四
百
年
の
、
永
い
期

間
を
占
め
る
、
平
安
時
代
の
古
文
書
は
、
然
ら
ば
ど
の
位
現
存
す
る
で
あ
ら
う
か
。

こ
の
時
期
の
文
書
で
、
そ
の
本
文
を
傳
え
て
ゐ
る
も
の
は
、
そ
の
数
決
し
て
少
く
な
い
。
六
國
史
以
後
、
國
史
の
編
修
が
行
は
れ
ず
、
そ
の

た
め
政
治
的
史
料
を
生
の
室
山
保
存
す
る
こ
と
が
、
時
の
爲
政
者
に
と
っ
て
必
要
と
な
っ
た
こ
と
や
、
、
政
治
そ
の
も
の
が
形
式
化
し
て
、
典
禮

故
礎
と
し
て
文
書
駕
存
さ
れ
た
こ
と
ｌ
朝
野
群
載
や
本
朝
丈
粋
の
如
き
文
例
錐
的
繍
嬢
物
雲
く
ら
鯉
た
こ
と
１
歳
ｇ
が
、
歯
重
蔵

ろ
原
因
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
安
時
代
の
文
諜
が
多
く
の
こ
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
て
も
、
か
う
し
た
意
味
の
編
嬢
物
と
し
て
傳
へ
ら
恥
て
ゐ
る
も

平
安
時
代
の
古
文
書
日

平
安
時
代
の
古
文
書

I 二
ー

ｌ
特
に
そ
の
分
布
に
つ
い
て
Ｉ
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〃
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可
合
計
九
五
○
通
を
收
め
て
ゐ
る
。
た
だ
こ
の
文
審
集
は
、
そ
の
目
的
が
政
治
の
抵
際
面
に
表
す
る
目
的
を
以
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
の
内
容
飛
圭
と
な
り
、
文
番
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
主
者
、
奉
行
者
の
科
名
な
ど
は
、
殆
ん
ど
省
略
さ
れ
て
、
文
書
の
全
貌
を
仰
え
て

ゐ
な
い
こ
と
と
、
本
朝
審
籍
目
鋒
に
は
三
十
巻
と
あ
る
の
に
、
今
日
で
は
巻
九
・
巻
十
一
・
巻
十
三
及
び
巻
二
十
一
以
下
を
欠
い
て
ゐ
る
こ
と

は
、
迩
憾
で
あ
る
。

類
聚
三
代
椿
は
、
後
二
條
帥
通
記
寛
治
二
年
四
月
五
日
の
催
の
幾
番
に
そ
の
名
が
み
え
る
の
で
（
Ａ
Ｄ
一
○
八
八
）
、
少
く
と
も
そ
れ
以
前

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
榧
郵
挫
恥
坪
雄
罹
淀
引
こ
れ
に
つ
い
で
あ
ぐ
ぺ
き
も
の
は
、
保
安
二
年
（
Ａ
Ｄ
二
二
一
）
に

成
っ
た
「
類
聚
符
宜
抄
」
で
あ
ら
う
。
と
虹
は
、
類
聚
三
代
格
に
は
牧
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
宜
斤
・
官
符
及
び
解
状
な
ど
を
、
事
項
別
に
類
聚
編

集
し
た
も
の
で
、
左
大
史
壬
生
家
に
体
へ
ら
れ
た
の
で
、
一
名
「
左
永
抄
」
と
も
い
わ
れ
る
。
元
來
十
巻
で
あ
っ
た
も
の
が
、
錬
倉
時
代
に

は
、
既
に
そ
の
中
の
巻
二
・
巻
五
の
二
巻
を
逸
し
て
、
現
在
で
は
八
審
を
存
し
て
ゐ
る
癖
罐
榊
聯
玲
銅
宰
奉
岬
辮
。
そ
の
体
裁
は
類
聚
三
代
格
に

１
１

平
安
峠
代
の
古
文
書
Ｈ
二

の
を
含
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。

妃
つ
編
纂
集
成
さ
れ
た
文
書
集
と
し
て
第
一
に
あ
ぐ
ぺ
き
も
の
は
、
「
類
聚
三
代
格
」
で
あ
ら
う
。
こ
の
書
が
、
弘
仁
格
・
貞
観
格
・
延
喜

格
を
項
目
別
に
類
聚
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
此
等
の
格
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
畢
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
弘

仁
格
の
目
録
の
一
部
が
傳
は
っ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
。
類
聚
三
代
格
は
、
犬
蜜
元
年
（
Ａ
Ｄ
七
○
○
）
か
ら
延
喜
七
年
（
Ａ
Ｄ
九
○
二
）
に
至

る
五
世
紀
の
間
の
詔
、
勅
、
太
政
官
符
の
本
文
を
そ
の
主
上
集
め
た
も
の
で
、

大
費
一
通
慶
雲
五
通
和
銅
四
通
露
地
一
通
笠
老
一
二
通
耐
蛇
八
通
天
平
一
七
通
天
平
勝
蛮
二
通
天
平
蜜
字
一
三
一
通

天
平
祁
謹
一
○
通
称
護
欽
雲
四
通
愛
魑
二
四
通
天
應
三
通
延
暦
一
三
九
通
大
同
八
五
通
弘
仁
一
三
六
通
天
長
六
七
通

承
和
九
七
通
嘉
薩
一
○
通
に
蒜
一
六
通
齊
衡
一
三
通
天
安
八
通
貞
観
一
五
二
通
天
慶
五
五
通
仁
和
一
八
通
寛
平
八
八

通
例
泰
二
一
通
延
喜
二
六
錨

’
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似

て

ゐ

る

が

、

そ

の

目

的

は

、

彼

が

政

治

の

通

行

の

蛮

際

面

の

参

考

と

す

る

も

の

で

あ

る

に

對

し

、

此

は

、

左

大

史

と

し

て

、

公

文

書

作

成

の

文
例
と
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
文
書
を
節
略
す
る
こ
と
な
く
、
全
文
を
學
げ
、
且
つ
ま
た
、
内
印
と
か
外
印
と
か
省
印
と
か
の
印

ま
で
記
入
し
、
史
に
は
、
例
へ
ぱ
、
一
件
官
符
捺
外
印
賜
式
部
、
々
糞
作
袖
任
捺
省
印
進
官
、
堂
作
任
符
捺
内
印
賜
了
」
と
か
確
儒
薙
榊
詫
詞

年
三
月
五
日
、
「
給
外
印
符
於
式
部
、
燕
盈
申
補
任
、
次
給
内
印
任
符
」
桐
稚
恥
辨
璋
酔
権
月
、
「
同
前
、
或
不
経
式
部
、
直
給
官
符
於
伊
勢
國

太
政
官
符

井
大
榊
宮
‐
」
と
か
註
し
て
湘
垂
醒
繩
翫
群
獅
月
、
文
批
川
發
行
の
手
紙
ま
で
記
し
て
あ
っ
て
、
古
文
書
學
上
か
ら
も
、
有
力
な
蚕
料
で
あ
る
。
所
收

の
年
代
は
天
平
九
年
六
月
廿
六
日
の
太
政
官
符
か
ら
始
ま
っ
て
、
寛
治
七
年
正
月
十
九
日
の
宜
旨
に
至
る
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

天
平
二
通
延
暦
四
通
大
同
三
通
弘
作
三
三
通
天
長
一
読
通
承
和
一
五
通
齊
衡
一
通
天
安
一
通
貞
槻
ニ
ハ
通
元
慶
一

六
通
仁
和
三
一
通
寛
平
七
通
昌
泰
三
通
延
喜
七
三
通
延
長
二
五
通
承
至
一
三
通
天
腿
四
三
通
天
暦
八
二
通
天
徳
九
‐

通
應
和
二
八
通
康
保
五
玉
通
安
和
二
○
通
天
職
五
通
天
延
一
邇
貞
元
六
通
天
元
八
通
永
槻
五
通
竃
和
四
通
永
延

一
五
通
永
詐
一
通
張
暦
一
○
通
長
徳
一
○
通
長
径
三
一
通
寛
弘
一
○
通
長
和
三
一
蓮
寛
仁
一
○
通
治
安
六
通
萬
詳

二
九
通
長
元
二
○
通
瘍
膳
六
通
浄
勝
七
通
延
久
四
通
寛
治
五
通

で
、
合
計
七
二
七
通
Ｕ
類
聚
三
代
椿
薄
そ
の
大
部
分
を
太
政
官
符
を
以
て
埋
め
て
ゐ
ろ
に
對
し
、
符
宜
抄
は
、
宜
冒
四
六
八
、
官
符
一
二

五
、
其
の
他
で
、
宣
旨
が
睡
倒
的
に
多
い
の
も
、
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
類
聚
三
代
格
以
後
、
他
に
官
府
の
文
書
を
仰
へ
た
も
の
が
絶
無
と
な

っ
た
延
長
以
後
の
文
書
を
蝋
百
通
仲
へ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
文
辨
集
の
編
纂
者
に
と
っ
て
大
き
な
功
絞
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
延
長
の
風
土
記
と

稲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
撰
進
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
も
、
本
飛
固
に
收
め
ら
鯉
た
延
長
三
年
十
二
月
十
四
日
の
太
政
官
符
が
唯
一
の
史

料
で
あ
る
し
、
六
國
史
の
後
に
も
、
撰
固
史
の
事
業
が
繼
繊
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
、
こ
れ
に
收
め
ら
れ
、
た
撰
國
史
所
干
係
の
宣
旨
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
類
聚
符
宝
抄
に
對
し
て
、
仮
り
に
「
別
聚
符
穴
抄
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
一
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
蒋
旗
橘
伯
侭
家
に

惇
へ
ら
れ
、
今
は
東
洋
文
脈
の
架
藏
に
蹄
し
た
も
の
で
、
も
と
何
巻
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
知
る
由
も
な
い
が
、
現
存
の
巻
に
は
、
延
喜
二
年

平
安
時
代
の
古
文
番
日
三

｢



両

平
安
時
代
の
古
文
番
日
四

四
月
十
三
日
の
官
符
か
ら
、
天
職
二
年
七
月
十
九
日
の
官
符
に
至
る
。

延
害
五
五
通
延
長
一
四
通
承
平
二
○
通
天
慶
二
通
天
暦
一
・
四
通
康
保
一
通
天
職
一
五
通

の
合
計
一
三
○
通
の
宣
胃
及
び
官
符
を
傳
え
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
書
で
は
、
宣
旨
も
官
符
も
間
々
節
略
し
て
ゐ
る
し
、
知
聚
符
宜
抄
や
政
事
要

略
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
軍
復
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
詳
幟
浬
識
鐸
騨
錘
岬
垂
噸
稚
錘
啄
郵
諏
秘

以
上
の
文
書
集
は
、
何
れ
も
平
安
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
誰
、
そ
れ
以
後
に
つ
く
ら
れ
た
魚
魯
愚
抄
や
騨
蝿
坤
妙
蔀
洞
除
目
大
成

抄
な
ど
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
除
目
申
文
を
收
城
し
て
ゐ
て
、
こ
れ
亦
、
平
安
時
代
の
文
番
を
仰
え
る
も
の
と
し
一
Ｌ
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
文
書
集
そ
の
も
の
と
い
ふ
よ
り
、
政
事
要
略
や
法
曹
類
林
な
ど
と
同
じ
や
う
に
、
文
書
の
外
の
各
穂
の
記
録
類
と

共
に
、
纒
者
の
読
明
に
つ
い
て
の
典
隙
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
論
外
に
お
く
と
し
て
も
、
な
ぼ
見
逃
し
得
ぬ

も
の
は
、
「
永
久
之
暦
丙
申
之
年
＃
一
（
Ａ
Ｄ
一
二
六
）
綴
者
三
善
魚
匪
の
自
序
の
あ
る
「
朝
野
群
城
，
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
書
ば
か
り
で
な

く
、
詩
文
を
も
含
む
が
、
文
筆
・
朝
儀
・
抑
祇
官
・
大
政
官
外
記
史
・
鍛
錬
家
・
公
卿
家
、
等
の
項
目
に
分
け
て
、
詩
文
及
び
公
私
文
書
を
類

聚
し
た
も
の
で
、
こ
の
書
よ
り
や
Ｌ
先
立
つ
と
こ
ろ
の
藤
原
明
術
に
よ
っ
て
集
鋒
さ
れ
た
「
本
朝
交
粋
」
が
、
詩
文
章
を
主
と
し
て
類
集
し
た

の
に
對
し
て
、
文
書
を
主
体
と
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
交
替
集
と
し
て
も
取
扱
は
れ
る
偵
値
を
も
っ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
苫
も
そ
の
序
文
に
は

三
十
巻
と
あ
る
の
に
、
そ
の
中
の
十
・
十
四
・
・
十
八
・
十
九
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
江
。
二
十
九
・
三
十
の
九
巻
を
峡
い
て
ゐ
る
・
所
收

の
文
書
は
、
延
暦
一
革
九
月
八
日
の
大
型
言
藤
原
繼
繩
の
奉
納
堅
耐
寺
喪
物
牒
に
始
ま
り
鑑
識
攝
長
承
元
年
十
二
月
廿
日
中
納
言
淑
雅
消
息
に

奉
圭
一
つ
Ｏ

征
暦
一
通
大
同
一
通

二
通
昌
泰
二
通
延
喜

通
天
職
三
通
天
延
六

｜
I

弘
仁
一
通
天
長
一
通
承
和
一
通
嘉
肺
一
通
仁
燕
一
通
貞
観
五
通
元
慶
一
通
仁
和
一
通
軍
干

七
通
延
長
三
通
承
平
三
通
天
慶
五
通
天
暦
一
七
通
天
徳
五
通
雁
和
七
通
艇
保
二
通
安
和
一

通
貞
元
一
通
天
元
三
通
永
観
四
通
寛
和
四
通
永
延
三
通
永
昨
二
通
正
暦
二
通
長
徳
六
通

１
卜
Ｌ
■
■
Ｆ
Ｉ
Ｌ
■
■
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ
１
ｑ

I



戸

長
保
一
三
通
寛
弘
一
一
三
通
長
和
一
○
通
冗
仁
三
通
治
安
五
通
謝
蒜
六
通
長
元
七
通
長
暦
五
通
長
久
八
通
寛
徳
一
通

永
承
八
通
天
嘉
ハ
通
康
平
一
五
通
溌
牌
七
通
延
久
一
九
通
承
保
一
囚
通
承
勝
一
四
通
永
保
一
二
通
應
徳
一
三
通
寛

治
二
七
通
嘉
保
二
七
通
承
徳
一
○
通
艇
和
七
一
通
長
治
二
五
通
悪
塗
一
七
通
天
仁
二
通
天
永
二
九
通
永
久
四
四
通

へ

元
、
氷
一
一
通
保
安
一
一
通
天
治
二
通
大
治
一
一
通
天
承
七
通
長
承
一
通

合
計
六
○
四
通
を
收
め
て
ゐ
る
。
本
垂
旦
が
永
久
丙
申
、
即
ち
永
久
四
年
か
自
序
を
も
ち
な
が
ら
、
永
久
以
後
の
も
の
も
少
か
ら
す
收
め
て
ゐ
る

の
は
、
著
着
爲
脱
が
、
保
延
醍
癖
五
年
（
Ａ
Ｄ
二
三
九
）
九
十
一
歳
で
残
す
る
ま
で
、
漸
次
墹
補
追
加
し
た
も
の
で
あ
ら
う
到
稗
轆
擁
諏
畦

録
考
證
」

以
上
の
ほ
か
に
、
醍
醐
寺
要
害
や
醍
醐
寺
雑
事
記
・
東
大
寺
要
録
、
東
礎
記
、
或
は
石
浦
水
八
幡
宮
寺
溌
畢
抄
な
ど
、
寺
院
や
帥
杜
の
そ
れ

ぞ
れ
の
丈
誓
を
梨
め
た
も
の
も
少
く
な
い
。
奈
良
勝
代
の
文
苫
が
、
原
本
と
多
く
今
Ｈ
に
仰
え
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
、
怒
纂
さ
れ
た
も
の
と
し

て
悴
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
交
番
の
著
し
い
特
色
で
あ
る
。
一
ｍ
も
例
へ
ぱ
醍
醐
寺
雑
事
記
審
十
四
・
巻
十
五
の
文
治
二
年
常
時

の
醍
醐
寺
変
職
丈
誓
棚
目
録
に
よ
れ
ば
、
年
號
を
記
し
て
ゐ
ろ
文
普
通
数
は
、
五
百
通
以
上
を
歎
え
る
将
へ
可
日
雄
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
僅
か

に
案
文
と
し
て
救
通
を
存
す
る
に
す
ぎ
ず
、
同
垂
畔
の
巻
土
一
・
雀
十
三
の
二
巻
に
免
除
證
丈
と
し
て
収
戦
し
て
ゐ
る
八
十
六
通
の
文
書
に
よ
っ

て
、
そ
の
一
祁
分
を
仰
え
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
。
藩
し
こ
れ
に
醍
醐
寺
要
警
の
三
十
四
通
を
加
え
る
と
し
て
も
、
ゞ
な
ほ
五
分
一
を
少
し
す
ぎ
る

程
匪
に
す
ぎ
な
い
。
以
て
こ
の
時
代
の
研
究
に
、
こ
れ
ら
の
文
苫
集
の
占
め
る
重
要
さ
を
う
か
が
う
こ
と
認
で
き
ょ
う
。

醍
醐
寺
の
丈
批
豚
目
熾
に
示
さ
れ
た
平
安
末
に
存
し
た
五
百
通
以
上
の
丈
誕
い
が
、
今
日
で
は
わ
ず
か
に
そ
の
五
分
の
一
し
か
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ぬ
と
し
た
な
ら
ば
、
今
日
原
本
或
は
案
文
と
し
て
嘘
さ
れ
て
ゐ
る
こ
の
時
代
の
文
錘
肌
の
蒐
集
と
整
理
保
存
は
、
平
安
時
代
の
研
究
者
に
と

不
袋
時
代
の
古
女
啓
Ｒ
五

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
‐
１
１
１
１
１
■
１
１
１
Ｌ
Ⅲ
■
■
Ｉ
■
０
■
ｄ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
４
Ｉ
Ｉ

三

、
’

｜

（
’



L

』

平
安
時
代
の
古
文
評
伺
六

っ
て
急
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
の
こ
お
平
安
時
代
の
文
書
の
原
本
又
は
そ
れ
に
准
ず
る
案
文
は
、
如
何
程
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
極
く
仙
人
的
な

消
息
類
や
、
類
型
的
な
除
Ⅱ
申
文
の
類
を
除
い
て
、
僻
見
に
及
ん
だ
交
替
の
欺
は
諺
四
ｆ
二
百
通
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
に
、
除
い
た
消
息
、
申

文
、
用
ひ
難
い
断
伽
類
を
加
え
、
更
に
前
項
の
文
書
集
所
收
の
文
書
を
加
え
て
も
、
恐
ら
く
は
一
郷
通
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
奈

良
時
代
の
一
価
紀
足
ら
ず
の
間
の
一
沈
數
ｆ
通
に
比
べ
て
、
ほ
ぼ
四
世
紀
に
わ
た
る
こ
の
時
代
が
、
そ
恥
よ
り
も
な
ほ
少
い
文
番
し
か
傳
え
て

ゐ
な
い
こ
と
は
、
文
香
に
よ
る
こ
の
時
代
の
研
究
を
困
難
な
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
四
千
二
百
數
十
通
の
中
、
年
號
の
明
ら
か
な
も
の

及
び
年
號
の
推
定
し
得
る
も
の
を
年
代
順
に
整
理
す
る
と
、
次
の
や
う
な
分
布
を
示
し
て
ゐ
る
。

延
暦
二
七
通
大
同
五
通
弘
仁
一
七
通
天
長
八
通
承
和
三
一
通
嘉
聯
一
三
通
仁
毒
一
七
通
齊
衡
五
通
天
安
五
通
貞
観

四
六
通
元
慶
二
通
に
和
三
通
寛
平
七
通
昌
漆
一
通
延
喜
三
五
通
延
長
一
八
通
承
平
九
通
天
陛
一
○
通
天
暦
一
六
通

天
徳
五
通
鮭
和
三
通
康
保
二
三
通
安
和
二
通
天
職
五
通
天
延
三
通
貞
元
三
通
天
元
八
通
覚
和
八
通
永
延
一
二
通

永
称
五
通
祀
縢
／
一
四
通
長
徳
一
八
通
長
保
七
三
通
克
弘
三
四
通
展
和
八
通
寛
仁
六
通
治
愛
一
七
通
繭
群
一
三
通
長

元
六
四
通
長
孵
六
六
通
踵
久
四
一
通
蹴
徳
二
通
永
承
六
六
通
天
喜
二
○
二
通
康
平
九
三
通
治
暦
四
○
通
延
久
六
四

通
承
保
四
二
通
承
勝
三
四
並
永
保
二
四
通
噸
徳
山
八
通
蠅
治
八
六
通
班
保
三
七
通
永
長
一
九
通
承
徳
二
三
通
康
和

一
二
四
通
長
治
二
八
通
那
承
三
七
通
天
仁
三
三
通
天
永
七
三
通
永
久
九
四
通
元
永
二
三
通
保
安
一
○
○
通
天
治
四

五
通
大
治
二
四
通
天
承
五
四
通
長
承
八
八
通
保
延
一
二
○
通
永
治
二
五
通
康
治
五
○
通
天
養
三
四
通
久
安
五
三
通

仁
平
八
五
通
久
禅
三
三
通
保
元
三
三
通
平
滑
六
九
通
永
暦
一
二
一
通
唯
保
七
九
通
長
寛
九
五
通
永
萬
五
一
通
仁
安
一

○
○
通
粥
脳
七
一
通
承
安
一
二
三
通
安
元
八
六
通
浩
承
一
六
一
通
養
和
四
四
通
郡
永
一
二
四
通
元
應
九
二
通

僻
然
の
こ
と
な
が
ら
、
畔
代
を
降
諏
わ
に
つ
れ
て
そ
の
通
數
は
著
し
く
墹
加
し
て
ゐ
る
。
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次
に
こ
の
文
書
の
所
在
の
地
理
的
分
布
か
ら
兇
れ
ぱ
、

岩
手
縣
（
括
孤
内
の
數
字
は
「
平
安
遼
丈
目
録
古
文
誓
緬
」
に
お
け
る
登
録
番
號
で
あ
る
）

一
中
錬
寺
經
藏
文
書
四
通
三
圏
、
二
舅
、
壼
炎
、
這
巻

宮
城
縣

二
上
遠
野
文
書
（
栗
隙
郡
大
河
、
上
遠
野
氏
）
二
通
含
言
、
美
君
）

玉
狩
野
”
壬
口
脆
蒐
集
文
書
（
東
北
大
學
現
藏
）
二
○
通
（
垂
元
、
轟
一
、
苦
一
、
苦
二
、
譽
一
、
壼
〈
一
室
、
三
八
八
、
三
一
三
、
一
三
翌
、
二
四
茜
、
一
勇
八
、
美
っ
仁
、

三
茜
、
三
光
、
一
雲
一
、
芙
美
、
一
莞
・
、
天
至
、
元
凶
、
元
金
）

山
形
縣

四
市
測
文
書
（
米
澤
市
伊
佐
早
雛
氏
）
四
通
員
興
一
、
一
丞
三
四
一
戸
負
号
一
言

茨
城
縣

垂
築
山
寺
文
書
（
新
治
郡
色
川
三
中
本
）
二
〉
迦
（
一
美
、
異
ｃ
、
興
哩
、
三
七
三
、
三
超
、
三
宝
、
一
里
〈
、
一
室
〈
、
一
交
二
、
こ
く
八
○
、
二
大
酉
）

夫
柴
山
寺
文
書
（
水
戸
彰
老
館
本
）
七
通
（
一
言
、
一
臺
、
一
闇
、
異
〈
、
禿
一
、
至
一
、
一
四
完
）

七
鹿
脇
大
禰
宜
文
書
三
通
（
一
蕊
〈
、
芙
二
、
ｇ
全
）

八
鹿
砧
護
隅
院
文
書
一
通
（
毛
一
ｓ

九
鹿
励
枇
文
書
（
楓
粁
丈
審
纂
所
牧
）
四
通
（
一
》
一
全
一
、
酉
呆
〈
、
函
塞
一
、
四
昊
）

己
菅
孝
次
郎
氏
所
藏
文
書
（
東
茨
城
那
）
三
通
（
一
言
、
一
三
、
一
重
）
主
と
し
て
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

二
京
八
幡
枇
文
書
（
色
川
三
中
本
）
一
通
（
天
概
）

三
諦
家
文
非
纂
（
彰
考
館
本
）
一
通
（
三
ｇ

平
淡
時
代
の
古
文
番
い
七
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平
安
吟
代
の
古
文
搾
日
八
〃

田
所
主
税
文
書
（
楓
軒
丈
響
纂
川
收
）
二
通
全
党
零
一
更
一
）
但
し
こ
れ
は
安
藝
國
在
鹿
田
所
氏
の
文
書
で
あ
る
。

大
宮
司
文
書
一
通
三
余
一
）

吉
田
耽
文
書
（
狐
軒
文
書
簗
所
收
）
二
通
三
合
、
美
尺
）

木
縣

園
田
文
井
（
山
田
郡
園
田
愛
太
郎
氏
）
一
通
（
完
歪
）

葉
螂

大
禰
宜
文
書
二
通
（
一
言
惇
三
頁
）

香
取
文
書
（
香
取
文
書
繁
）
五
通
（
天
ｇ
、
天
臭
、
三
三
、
三
空
、
天
老
）

香
取
文
書
（
楓
軒
文
書
蕊
所
收
）
五
通
（
一
勇
冥
孟
毛
、
二
室
、
二
西
、
天
奎
）

イ

香
宗
我
部
傅
證
文
（
香
宗
我
部
順
氏
）
一
通
侭
異
己
ｆ

王
縣

根
岸
武
香
氏
所
藏
文
書
（
大
里
郡
間
山
村
）
三
○
通
（
兇
、
茜
、
言
、
一
頁
一
蒻
一
舌
、
三
一
、
一
三
、
一
雪
、
言
一
、
言
一
、
一
言
、
董
一
、
墓
〈
、

一
ｓ
１
、
一
ｓ
へ
、
亘
一
、
一
三
一
、
三
箔
三
角
三
毒
三
零
三
壱
、
三
〈
〈
、
一
天
四
、
一
天
垂
、
一
四
因
、
一
園
一
、
三
壼
、
茜
宝
）
束
大
寺
文
書
東
寺
文
書

概
枇
晋
寺
文
書
な
ど
を
蒐
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

京
都

赤
狐
鐡
馬
氏
所
藏
丈
番
二
通
（
吾
、
胃
一
）

井
上
恒
一
郎
氏
所
織
女
書
一
通
（
一
霊
）
有
名
な
尾
張
國
解
文
の
弘
安
鰯
本
で
あ
る
。
從
来
統
け
て
ゐ
た
年
號
日
付
を
有
す
る
黙
、
ま

た
同
解
丈
岐
古
の
爲
本
で
あ
る
鮎
で
貴
亜
で
あ
る
。
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市
島
諏
吉
氏
所
藏
文
書
三
通
（
一
基
、
一
若
、
一
雪
）
東
寺
文
書
で
あ
る
。
・

大
鳥
大
明
榊
文
書
（
長
谷
川
禰
平
氏
藏
）
二
通
（
一
言
、
三
）
大
鳥
祁
葹
は
和
泉
國
大
鳥
郡
の
式
内
祗
で
あ
る
。

大
森
洪
太
氏
所
藏
文
書
一
通
（
ｇ
茜
）

正
親
町
伯
爵
奮
藏
文
書
（
東
京
大
學
史
料
緬
纂
所
寄
托
）
一
四
通
（
茜
、
霊
、
美
、
美
、
｛
〈
一
、
一
壹
、
一
禿
、
一
天
、
一
合
、
茎
、
一
全
、
一
犬
、
一
空
、

兇
◇
す
べ
て
近
仙
の
為
に
か
か
る
束
大
寺
文
書
で
、
近
江
國
の
墾
田
寅
券
に
か
入
る
。

岡
本
文
書
一
通
侭
又
ど

柏
木
貨
一
郎
氏
所
藏
文
書
一
通
（
空
、
９
乗
）
東
大
寺
文
書
で
あ
る
・

祁
田
孝
平
氏
所
藏
文
書
三
通
因
夫
、
囚
充
、
ｇ
一
酉

嚴
松
堂
待
岡
文
書
二
通
届
君
、
三
壱
束
大
寺
文
書
と
三
鈷
寺
文
書
で
あ
る
。

北
白
川
家
所
藏
文
書
二
通
桑
〈
、
一
曇
一
、
さ
四
、
一
つ
五
、
蚕
〈
、
君
、
一
穴
、
一
完
、
一
己
、
三
、
一
茜
）
何
れ
も
園
城
寺
文
書
智
證
大
師
測
珍

の
關
係
の
も
の
で
あ
る
。

久
我
家
文
書
（
國
學
院
大
學
保
智
）
六
通
（
一
突
◎
、
一
老
五
、
元
犬
、
ｇ
一
言
ｇ
天
、
ｇ
三
）

黒
田
太
久
馬
氏
所
藏
文
書
二
通
（
三
〈
、
西
巴
東
大
寺
文
書
黒
田
庄
關
係
の
も
の
で
あ
る
。

古
梓
堂
（
久
原
文
脈
）
丈
韮
“
一
七
通
（
酉
、
一
薑
、
一
要
、
一
美
、
皇
一
九
一
尖
尤
毒
朶
〈
兄
箔
一
言
一
、
一
三
一
三
一
蚕
、
一
芸
一
、
一
三
塁
一
層
五
、

天
興
、
岩
美
）
束
大
寺
文
香
及
び
束
寺
文
替
を
含
む
。

弘
文
莊
待
斑
文
書
．
一
通
（
ｇ
穴
）
強
茂
脚
肚
文
書
で
あ
る
・

近
藤
圭
造
氏
所
藏
文
書
一
通
（
全
）
東
大
寺
文
普
で
あ
る
・

佐
掩
木
信
綱
氏
所
藏
丈
審
六
通
（
一
禿
、
四
三
、
里
一
、
四
孟
名
元
、
欠
必
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
古
文
啓
㈲
九
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１

１

１

１

１

卒

髪

時

代

の

古

文

書

日

一

○

元
三
條
家
文
書

イ
三
條
家
文
書
九
通
宅
三
、
言
空
、
ざ
美
、
一
究
嬉
空
白
、
空
三
、
空
皇
、
空
呂
、
四
塁
）
多
く
は
壬
生
家
古
文
書
の
潟
。

ロ
公
任
筆
北
山
抄
裏
文
書
一
四
通
舎
琶
、
壼
一
、
這
一
、
一
漬
、
一
美
、
毛
八
、
天
一
、
一
蚕
、
天
弩
天
野
天
七
、
天
八
、
一
禿
、
四
三
）
橡
非
達
使
廃
關

係
の
も
の
が
多
い
。

〈
愚
昧
記
裏
文
書
一
四
通
念
三
、
二
舅
〈
、
舌
元
、
三
完
、
三
ぎ
、
三
空
、
西
元
、
茜
三
、
云
芙
、
壼
天
、
壼
元
、
壼
琶
、
奏
美
、
美
禿
）
・

皀
宮
内
臓
書
陵
部
所
藏
文
書
八
六
通
（
悪
、
一
天
、
老
当
八
先
、
先
ｏ
、
二
園
、
二
茜
、
二
菫
、
三
西
、
三
宝
、
三
舌
、
三
三
、
一
垂
一
、
二
茜
、
西
呈
、

夷
児
、
毛
孟
、
毛
会
、
二
重
、
二
君
、
三
犬
、
茜
皇
、
言
西
、
屋
宍
、
壼
孟
、
美
元
、
美
三
、
一
天
三
、
毛
悪
、
老
篁
、
老
老
、
毛
会
、
一
尭
二
、
一
冤
焉

天
三
、
天
兇
、
天
霊
、
天
天
、
三
ｓ
、
壹
完
、
三
全
、
三
尖
、
臺
吾
、
茜
天
、
壼
美
、
一
宝
兇
、
美
老
、
毛
穴
、
毛
里
、
毛
豐
、
毛
圏
、
毛
豐
、
老
実
、

毛
嗜
、
毛
児
、
毛
児
、
毫
吾
、
壱
三
、
毛
奏
、
毛
老
、
毛
芙
、
一
冤
一
、
天
三
、
三
全
一
、
天
窟
、
天
皇
、
完
異
、
天
署
、
天
至
、
天
癸
、
三
全
く
、
元
三
、

一
元
豐
、
禿
堂
、
売
篁
、
号
ｇ
、
四
空
、
召
豐
、
空
ｇ
、
空
き
、
四
三
、
空
臺
、
里
尭
、
空
合
、
空
△
、
空
全
）
こ
の
中
に
は
束
大
寺
文
書
・
東
寺

文
讐
・
谷
森
氏
奮
藏
文
書
・
柳
原
家
文
書
等
を
含
む
が
、
岐
も
多
く
は
奮
壬
生
家
所
藏
文
書
を
含
み
．
そ
の
ほ
か
主
殿
寮
文
書
・
癖
津

國
採
銅
所
文
書
・
榊
祇
官
文
書
（
白
川
家
鞭
藏
）
等
が
あ
る
。

里
小
泉
策
太
郎
氏
所
藏
文
書
三
通
（
三
全
、
天
茜
、
一
禿
吾
何
れ
も
東
大
寺
文
審
で
あ
る
。

里
竹
内
文
平
氏
所
藏
文
書
五
通
（
舌
宍
、
三
宝
、
一
枩
三
、
一
天
茜
、
天
壼
）
何
れ
も
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

豐
下
郷
傳
平
氏
所
藏
文
書
二
通
（
臺
父
、
三
三
）

圏
集
古
文
書
（
内
閣
文
庫
）
四
通
（
三
先
、
天
炎
、
天
さ
、
尭
噌
）

里
心
成
笹
堂
所
藏
文
書
四
二
通
酋
三
、
噌
葵
さ
一
、
児
〈
、
究
六
、
ご
元
、
弓
若
、
二
兄
、
二
空
、
酉
西
、
西
究
、
一
翌
、
毛
三
、
毛
臺
、
天
呈
、
天
空
、

元
△
、
舌
己
、
舌
二
、
き
え
、
舌
元
、
舌
昊
、
言
尭
、
二
垂
、
三
三
、
茜
壼
、
一
宍
邑
、
美
西
、
美
天
、
美
交
、
美
犬
、
天
翌
、
三
壷
、
三
茜
、
三
言
、
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・
一
菫
四
、
簔
襄
〈
、
一
勇
紳
、
一
禿
四
、
天
壽
一
茜
如
、
四
塁
）
こ
の
中
二
八
通
は
束
大
寺
文
書
で
あ
り
、
他
は
大
乘
院
文
書
等
を
含
む
。

呉
鯨
經
開
所
藏
文
諏
一
国
三
七
通
（
凹
園
、
三
葵
、
三
毛
、
一
五
二
つ
、
一
道
三
、
一
児
七
、
二
つ
兄
、
二
毛
喫
三
因
、
三
発
、
一
三
三
、
一
酉
一
六
、
一
惠
四
、
二
八
天
、
天
へ
一
、

二
八
八
二
、
一
元
ｏ
一
、
一
元
三
、
一
三
霧
）
、
三
琴
一
七
、
一
．
塞
呵
一
読
室
〈
、
云
唾
〈
七
、
言
垂
犬
、
一
．
罪
〈
九
、
一
》
．
元
七
三
、
一
桧
二
つ
、
言
一
七
八
三
、
四
一
三
〈
、
四
三
造
、
四
一
四
三
、
四
一
五
一
、
四
一
五
二
、
四
二
菫
、

四
一
茜
、
四
蚕
、
豐
蓉
こ
の
中
に
束
大
寺
文
書
多
数
を
含
む
。

里
高
松
宮
家
所
藏
文
書
二
通
（
元
き
、
舌
宅
）

貝
微
古
文
府
三
通
曇
尭
夫
尖
、
言
塁
）

男
帝
素
博
物
館
陳
列
丈
韮
郵
二
通
（
一
豆
一
一
、
一
言
垂
、
一
三
全
）

君
東
京
文
科
大
學
所
藏
文
書
四
通
（
一
義
、
一
薯
・
一
美
、
八
兄
）
束
大
寺
観
世
香
寺
文
書
を
含
む
。

蚕
東
京
大
學
跳
藏
文
書
（
史
料
繼
築
所
保
答
）

イ
束
大
寺
文
書
一
三
通
．
（
実
、
尭
睾
、
尭
四
、
禿
七
、
杢
一
、
笑
へ
、
梧
一
、
揖
一
、
〈
茜
、
八
尺
、
へ
一
七
、
〈
毛
、
八
天
、
一
三
四
、
一
七
毛
、
三
一
三
、
こ
く
三
、

一
言
七
、
一
悉
土
、
・
一
酉
毒
茜
四
）
、
一
園
一
、
壼
芙
、
一
雲
五
、
毒
三
一
芙
四
、
一
這
垂
、
壷
零
重
犬
、
一
王
元
ｇ
、
四
塁
）

ロ
観
世
音
寺
文
韮
邨
一
二
通
（
一
四
毛
、
一
翼
）
、
一
売
色
、
一
｛
童
、
一
天
辛
一
、
一
充
つ
、
一
発
一
、
一
七
国
、
一
美
〈
、
量
一
四
、
臺
元
、
一
七
四
一
）

ハ
束
寺
丈
警
一
通
二
君
）
・

雲
東
京
大
學
史
料
継
築
川
登
藏
女
神

イ
火
夫
寺
文
書
一
○
通
（
き
、
二
五
、
三
〈
、
一
四
一
、
一
里
、
雲
一
、
一
蚤
、
こ
く
一
、
雲
悉
、
一
三
〈
八
）
近
江
國
愛
智
庄
立
券
丈
と
題
す
る
墾
閣
狸
買
券

八
通
を
含
む
。

ロ
芥
旧
肺
鶴
記
文
書
五
通
（
一
歪
〈
、
一
菖
一
、
一
七
釜
、
二
一
蚕
、
一
美
己

〈
炭
田
祗
奮
記
文
書
四
通
（
三
一
〈
、
一
全
一
、
一
言
七
、
壷
〕
》
一
）
撤
津
國
欣
田
献
の
文
書
で
あ
る
。

耶
笠
時
代
の
古
文
番
い
二
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■

垂
一
〈

垂
垂

垂
三

五
四

平
安
時
代
の
古
文
啓
日

一
二
Ｉ

東
京
美
術
學
校
所
藏
文
書
一
通
（
一
尖
）
槻
世
昔
寺
養
財
帳
で
あ
る
。

輻
河
東
寺
文
書
（
國
立
上
野
囲
書
館
本
）
五
一
ハ
通
（
三
一
、
二
塁
、
一
要
、
兜
一
、
七
一
垂
、
壱
三
、
二
一
四
、
三
琴
、
三
菱
、
一
四
二
〈
、
一
四
天
、
一
園
三
、
一
豐
三
、

西
歪
、
一
豊
〈
、
一
塁
一
、
西
茜
、
一
悪
再
云
異
、
宍
呂
、
天
空
、
喜
美
、
壱
ｇ
、
石
芙
、
毛
登
、
毛
ざ
、
毛
呉
、
石
突
、
え
え
、
天
三
、
一
全
く
、
充
己
、

克
尺
、
一
言
七
、
三
乗
、
三
茜
“
三
△
》
三
笠
、
三
光
、
三
兄
、
三
雲
三
菱
一
、
美
炎
、
二
言
、
臺
言
、
三
壱
、
臺
芙
、
一
画
老
」
茜
交
、
壼
全
、
美
美
、

芙
炎
、
四
異
Ｑ
雪
空
、
圏
奎
、
四
更
）
江
戸
時
代
に
白
河
樂
翁
侯
が
東
寺
文
菩
に
つ
い
て
誓
嶌
せ
し
め
た
も
の
で
、
後
桑
名
文
庫
に
蹄
し
、

現
在
國
立
上
野
圖
書
館
の
有
と
な
っ
た
も
の
で
、
現
在
の
東
寺
百
合
文
苦
に
逸
し
た
も
の
の
み
を
畢
げ
た
。

東
寺
古
文
零
聚
（
酒
井
家
）
六
通
（
一
重
、
二
全
、
二
全
、
二
究
、
西
三
三
突
）
伴
信
友
が
東
寺
に
つ
い
て
筆
蒋
せ
る
も
の
で
、
現
在
の
東

寺
百
合
文
書
に
逸
せ
る
も
の
。

内
閣
丈
雌
所
藏
文
書
（
宮
城
内
）

ィ
束
大
寺
文
書
一
二
四
通
（
充
ざ
、
一
言
、
一
畠
、
一
霊
、
一
言
、
三
一
、
一
美
、
一
署
、
一
酉
、
善
一
、
一
着
、
売
二
、
四
尺
、
四
兄
、
四
ろ
、
四
二
、
四
三
、

四
天
、
四
宝
、
四
一
犬
、
四
禿
、
豐
一
）
、
豊
韓
一
、
茜
貨
芙
今
芙
肖
天
〈
、
菱
〈
、
発
九
、
壹
五
、
七
三
、
恒
三
、
七
西
、
七
三
、
仁
美
、
七
美
、
蕊
〈
、
ち
ぢ
、
さ
き
、

己
甚
、
己
釜
、
ご
葵
、
己
尭
、
宕
篁
、
一
宅
四
、
宕
墓
、
ろ
企
、
二
異
、
二
毛
、
二
三
、
一
三
〈
、
三
八
、
二
元
、
一
三
七
、
二
発
、
三
舌
、
三
三
、
三
里
、

三
臘
．
三
児
、
三
発
、
三
き
、
三
茜
、
三
ｓ
、
三
三
、
三
元
、
三
三
、
三
三
、
三
豐
、
三
園
、
三
盃
、
三
先
、
一
元
博
画
念
、
一
茜
一
、
宍
豐
、
天
豐
、

宍
些
、
宍
竪
、
毛
茜
、
一
遍
一
、
天
三
、
え
茜
、
天
竺
、
穴
会
、
元
金
、
舌
圀
、
舌
奎
、
舌
奎
、
弓
茎
、
舌
笠
、
一
更
喫
三
Ｒ
、
三
重
、
一
三
署
一
三
寿

三
丑
，
三
岩
、
三
児
、
三
宍
、
三
毛
、
菫
吾
、
両
舌
、
茜
三
、
言
笠
、
一
芙
八
、
美
宝
、
天
さ
、
一
忍
七
、
天
至
、
天
登
、
元
芙
、
舌
ｓ
、
三
実
、
宝
玉
、

壼
零
一
苔
一
、
売
因
、
莞
宝
、
尭
昊
、
元
老
、
豐
二
、
四
一
宝
）
何
れ
も
東
大
寺
文
苦
で
あ
る
が
、
此
等
は
、
「
雑
古
文
書
」
「
伊
賀
國
古
文

苫
」
「
搬
津
麹
古
文
苔
」
「
観
世
晋
寺
古
文
響
，
」
「
美
漉
國
古
文
書
」
「
大
和
図
古
文
答
」
「
森
永
二
年
諸
仙
未
進
督
促
状
」
な
ど
と
部

麹
別
け
が
し ’て
あ
る
。
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１
１
１
１

平
安
時
代
の
古
文
識
日
一
四

三
舌
、
壼
茜
、
莞
き
）
東
大
寺
文
書
が
大
部
分
を
占
め
る
。

棗
松
田
禰
一
郎
氏
所
藏
文
書
一
六
通
園
児
、
雪
奏
一
隠
質
国
兇
、
高
見
、
壼
禿
、
一
壼
一
、
宍
篁
、
一
室
〈
、
云
三
、
天
三
、
一
美
一
、
老
三
、
禿
三
、

莞
壼
、
ｇ
薯
）
主
と
し
て
束
大
寺
丈
誓
で
あ
る
。

老
水
速
文
書
一
通
（
ｇ
一
己

夫
三
宅
長
榮
氏
所
藏
丈
誓
五
通
う
炎
四
、
言
三
、
三
三
天
西
、
元
夫
）
東
大
寺
文
評
で
あ
る
。

充
民
經
記
裏
文
書
（
東
洋
文
庫
本
）
一
通
（
石
豊
）

お
八
代
紅
浩
氏
所
藏
文
書
一
通
（
禿
）
東
寺
文
書
で
あ
る
。

菫
山
崎
種
二
氏
所
藏
文
書
二
通
（
茜
交
、
一
着
ご

菫
由
良
文
書
（
安
川
繁
成
氏
）
一
通
（
天
迩
）

榊
奈
川
縣

菫
回
晃
寺
文
書
（
錐
倉
市
）
二
通
全
墜
一
、
茜
若
）

菌
多
聞
院
文
書
（
新
編
相
模
風
土
記
所
收
）
一
通
（
売
合
）

宝
秘
岡
八
帷
宮
文
書
（
錐
倉
市
）
三
通
（
尭
尭
、
売
否
、
圏
壼
）

美
稲
名
寺
文
普
（
横
演
市
）
一
通
（
三
盃
）

老
長
谷
場
文
番
（
横
演
市
長
谷
場
純
倣
氏
所
藏
）
二
通
（
弓
天
、
一
薯
◇
薩
摩
の
長
谷
場
氏
の
文
書
で
、
薩
藩
駕
記
所
收
の
脈
本
で
あ
る
。

天
渡
邊
鵬
太
郎
氏
所
藏
文
書
（
横
溌
市
）
六
通
（
元
一
、
一
茎
、
一
茜
、
元
質
売
八
、
ｇ
ｅ
何
れ
も
束
大
寺
文
書
で
あ
る
・

新
潟
縣

究
高
橋
義
彦
氏
所
藏
文
普
（
中
浦
原
郡
大
形
村
）
一
○
通
宍
至
、
八
茜
、
毛
尭
、
石
老
二
一
雪
、
美
三
、
毛
三
、
天
里
、
臺
芙
、
喬
茜
）
何
れ
も
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八
つ

八
一究父愛・奎全全酋全靜全長九

つ
九
一

束
大
寺
文
書
で
あ
り
、
後
、
市
島
謙
吉
氏
に
移
っ
た
。

中
野
忠
太
郎
氏
所
藏
文
書
一
通
（
一
美
一
）

保
坂
潤
浩
氏
所
藏
文
書
一
八
通
（
園
〈
、
里
〈
、
菱
）
一
、
セ
先
、
一
〈
造
、
一
公
｝
一
、
三
二
、
三
七
三
つ
天
、
二
墨
〈
、
一
言
セ
、
一
亮
一
、
一
興
セ
三
八
堰
、
雪
雲

一
碧
胃
老
全
、
完
藝
）
こ
の
大
部
分
は
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

野
縣

吉
田
れ
ん
氏
所
藏
文
書
（
諏
訪
郡
）
一
通
（
壹
西
）

岡
縣

禰
祁
肚
文
書
（
淺
名
郡
祁
立
村
）
一
通
（
天
茜
）

中
山
文
書
（
小
笠
郡
中
山
將
見
氏
）
一
通
（
一
豆
ご

益
氷
文
書
（
清
水
ｗ
益
氷
透
氏
）
二
通
（
一
臺
一
、
一
言
三
四
晃
三
）
大
分
縣
宇
佐
八
幡
宮
肚
家
益
氷
氏
の
文
書
で
あ
る
。

三
島
榊
肺
文
書
（
田
方
郡
三
島
町
）
一
通
全
会
◇

矢
田
部
文
書
二
通
｛
菫
菅
一
宅
ｅ

知
縣

熱
田
祁
官
女
書
（
名
古
屋
市
）
六
通
（
金
、
金
、
釜
、
砦
、
夫
、
一
尖
）

關
戸
守
彦
氏
所
藏
文
書
（
名
古
巌
市
）
二
二
通
（
一
禿
、
一
言
、
一
言
一
、
一
更
、
一
美
、
一
蟇
、
一
美
、
一
美
、
一
三
、
一
更
、
一
言
、
一
菫
、
一
言
、
里
・
、

二
毛
、
一
二
翌
三
一
重
、
孟
篝
一
堯
喫
重
〈
、
茜
麺
一
更
Ｓ
束
大
寺
文
書
及
び
三
鈷
寺
文
書
で
あ
る
。

大
須
喪
生
院
所
藏
文
書
（
名
古
屋
市
）
一
通
三
葵
）
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

水
野
正
彦
氏
所
藏
文
書
（
名
古
屋
市
）
二
通
（
天
毛
、
四
ｓ
空

平
安
時
代
の
古
文
番
・
日
一
五

’

４

１

１

７

１
１
〃



L

マ

／ 『

空滋茜禰窒空石老
岡
滿
院
文
書
一
通
（
三
）

突
打
聞
集
聖
文
書
（
山
口
町
光
氏
本
）
七
通
（
一
三
、
一
室
一
、
宍
芙
、
一
重
〈
、
天
充
、
天
橿
、
毛
冥
）

一
皇
南
部
文
書
（
淺
井
郡
南
部
晋
氏
）
三
通
（
禿
合
、
一
三
蓋
、
壹
杢
）

究
園
城
寺
文
書
一
○
通
（
三
、
一
三
、
三
一
、
一
三
、
曼
、
三
〈
、
一
老
、
三
八
、
一
男
、
二
三
何
れ
も
回
珍
干
係
の
も
の
で
あ
る
。

夫
延
應
寺
文
書
二
通
（
元
、
一
言

一
局
長
命
寺
文
普
一
通
（
一
完
巴

一
三
生
源
寺
文
書
一
通
（
壹
至
）

一
三
金
勝
寺
文
書
（
栗
太
郡
）
一
通
（
ｇ
老
）

昌
一
菅
浦
共
有
文
誓
一
通
宍
宝
）
現
在
彦
根
大
學
保
管
。

－
９
願
成
寺
文
書
三
通
（
老
尭
、
天
皇
、
昊
舌
）

氣
比
祁
就
古
文
書

賀
縣

石
山
寺
文
書
一

紙
背
文
書
で
あ

平
喪
時
代
の
古
丈
書
Ｈ

川
縣

須
須
榊
祗
文
書
（
珠
州
郡
三
崎
村
）
一
通
（
言
ｅ

菅
原
天
紳
献
文
書
（
珠
州
郡
）
一
通
（
毛
舌
）

井
縣

.

／三
通
（
三
、
一
禿
、
一
否
、
三
豊
、
舌
畠
、
舌
犬
、
一
莞
質
三
宅
、
三
唱
、
三
全
、
臺
天
、
売
豐
、
弄
臺
）
そ
の
大
部
分
は
聖
載

る
Ｏ （

敦
賀
市
）
一
通
（
垂
三
）

一
一
〈

、

ヴ

’



１
１
＃一

呉
明
王
院
文
書
一
通
（
美
若
）

一
呈
極
蓮
華
院
文
書
（
古
文
書
築
所
收
）
一
通
（
三
天
）

三
重
縣

一
只
御
塩
殿
祁
庫
文
書
二
通
（
舌
毛
、
舌
天
）

一
見
近
長
谷
寺
文
書
一
通
（
一
壱
）

一
己
四
天
王
寺
文
書
（
津
市
）
五
通
免
全
、
三
八
、
二
元
、
こ
ろ
、
三
己

一
二
榊
宮
文
庫
文
書

イ
榊
宮
雑
書
文
書
四
通
（
天
云
、
君
元
、
一
莞
寒
天
児
）

ロ
祁
宮
文
庫
文
書
二
通
（
三
一
、
毛
壱

〈
櫟
木
文
書
一
九
通
（
言
盲
一
三
へ
、
言
垂
一
三
雲
一
言
二
、
一
壼
昊
、
一
語
二
、
一
莫
一
、
一
員
九
、
一
毫
三
、
一
壱
四
、
三
つ
莞
、
一
美
三
、
言
三
一
三
三

・
言
酉
三
宝
．
臺
芙
、
三
発
）
相
賜
御
厨
に
開
す
る
文
誓
で
あ
る
。

二
天
養
記
一
○
通
三
蚕
、
一
画
宍
、
一
言
一
、
一
言
二
、
一
言
三
、
一
言
四
、
一
言
垂
、
一
壼
兄
一
言
土
、
三
ｓ
大
庭
御
厨
に
關
す
る
文
書
を
集

め
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
類
聚
榊
祇
本
源
裏
文
書
四
通
（
孟
宝
、
霊
ぢ
、
美
三
、
美
菫
）

三
一
束
大
寺
文
書
（
三
國
地
誌
所
收
）
一
一
通
（
證
晃
、
七
二
五
、
遁
免
、
二
八
つ
、
一
六
一
元
一
一
禿
、
一
全
一
、
三
零
二
一
重
、
二
塁
一
一
、
一
蚕
。
）
三
國
地
誌
古
丈

讐
の
巻
に
收
め
た
も
の
の
中
、
他
に
所
見
の
な
い
束
大
寺
文
書
の
こ
の
時
代
の
も
の
の
み
を
畢
げ
た
も
の
で
あ
る
。

一
三
二
見
郷
文
誓
（
宇
治
山
田
市
祁
巫
清
白
氏
）
七
通
（
異
一
、
釜
三
、
発
く
、
一
三
一
〈
、
一
三
毒
三
舌
、
元
ろ

一
両
妙
商
寺
文
書
二
通
（
三
三
、
三
皇
）
．

平
安
時
代
の
古
文
書
日
一
七

1

1

１
Ｊ
ク
ー
イ



1

平
髪
昨
代
の
古
丈
番
Ｈ

一
八

奈
良
縣
・

一
三
石
崎
直
矢
氏
所
藏
文
書
（
奈
良
市
）
二
七
通
宛
、
三
、
ｇ
賃
垂
犬
、
禿
雪
空
有
七
壱
壱
三
壱
児
、
八
茎
入
さ
、
先
四
、
ご
天
、
二
堂
、
一
三
、

垂
茜
、
天
茜
、
舌
実
、
壹
豐
、
一
禿
閂
毛
宝
、
老
実
、
三
△
、
壼
言
妻
妾
、
毛
芙
、
売
茎
）
何
れ
も
東
大
寺
文
書
で
あ
る
。

一
宍
榮
山
寺
文
書
（
宇
智
郡
宇
智
村
）
三
○
通
（
重
一
、
突
一
、
盟
一
、
豐
垣
四
発
、
門
托
、
里
一
、
兇
二
、
彗
一
、
垂
巽
畜
〈
、
菱
Ｃ
、
三
一
、
空
謂
二
蓋
、

一
毛
大
宮
文
審
（
奈
良
市
大
宮
守
慶
氏
）
二
通
（
毛
逼
、
三
壱
）

二
へ
額
安
寺
文
書
（
生
駒
郡
平
端
村
）
六
通
（
重
夫
、
天
老
、
毛
二
、
三
美
、
三
毛
、
一
元
炎
）

一
元
存
日
祁
吐
文
書
（
奈
良
市
）
二
七
通
穴
杏
、
西
元
、
舌
空
、
三
空
、
三
空
、
三
宝
、
宕
美
、
天
皇
、
天
会
、
二
一
炎
、
壼
毛
、
茜
天
、
昊
呂
、
美
呈
、

毛
彗
、
老
壹
、
昊
因
、
昊
欠
、
一
天
妃
、
一
元
笑
、
ｇ
二
、
ｇ
三
、
ｇ
西
、
ｇ
三
、
ｇ
宍
、
頁
ざ
、
胃
迄
）

三
西
‘
た
寺
文
書

三
一
愈
勝
院
文
書

一
言
興
祁
寺
文
書
（
奈
良
市
）

イ
因
明
四
相
違
裏
文
書
一
六
通
（
一
男
一
、
毛
三
、
君
父
、
老
大
、
一
莞
一
、
二
言
、
臺
奎
、
三
宛
、
三
先
、
云
云
、
一
一
雪
一
、
昌
壼
、
壼
元
、
壼
発
、

一
酋
茎
．
三
き
き

ロ
典
禰
寺
文
書
二
通
（
元
只
、
一
元
兄
）

ハ
興
禰
寺
別
犠
次
第
裏
文
書
三
通
（
天
Ｓ
、
元
二
、
三
発
）

二
造
典
肺
寺
記
裏
文
審
二
通
（
三
穴
、
三
一
宍
）

二
八
八
、
こ
く
九
、

の
外
に
色
川
三
中
探
訪
本
や
彰
考
館
榮
山
寺
文
書
に
あ
っ
て
、
本
寺
に
な
い
も
の
も
少
く
な
い
。

（
奈
良
・
価
）

（
生
駒
郡
伏
見
村
）

夕

三
雪
、
三
合
、
三
尖
、
国
西
、
酉
老
、
西
亮
、
函
ｅ
、
一
興
一
、
西
・
合
、
毛
元
、
三
ｓ
、
天
全
一
臺
老
）
す
べ
て
原
本
で
あ
る
が
、
こ

｜

’
六
通
（
天
、
災
四
、
吾
賃
言
托
、
一
両
呉
、
豊
実
）
何
れ
も
東
大
寺
概
世
音
寺
文
書
で
あ
る
。

通

二
一

－1ゴ
ー

ｰ

１
１
I
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Ｌ

Ｉ

Ｊ

一

三

千

烏

文

書

（

奈

良

市

千

鳥

肪

順

氏

）

一

通

（

騨

交

）

・

三
四
筒
井
寛
聖
氏
所
藏
文
書
（
奈
良
市
）
三
○
遥
（
一
つ
茜
、
一
四
一
石
、
一
四
三
四
、
一
四
ざ
、
一
署
二
、
一
塁
一
一
、
一
四
〈
一
、
‐
勇
五
、
一
兇
八
、
三
三
・
一
五
一
西
、
一
雲
一
七
、

薑
へ
、
云
蒸
云
三
、
彗
育
一
茎
、
雲
三
一
壼
天
、
一
秀
一
、
重
葬
一
君
Ｃ
、
一
更
Ｃ
、
一
夷
八
、
一
言
八
、
一
重
〈
、
一
重
】
、
一
言
九
、
一
丞
四
、
一
否
・
）
何
れ
も

束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

一
壼
天
理
岡
審
館
所
藏
文
書
七
通
（
一
提
五
、
一
合
一
三
基
一
、
一
元
全
里
毫
一
三
有
四
画
一
）
何
れ
も
東
大
寺
文
書
で
あ
る
。

一
美
厭
招
提
寺
文
書
（
生
駒
郡
都
跡
村
）
一
○
通
（
一
担
一
、
雪
、
更
、
一
八
二
、
一
念
、
垂
、
莞
、
へ
蓋
、
見
八
、
一
室
一
）

三
七
束
大
寺
文
書
（
奈
良
市
）

イ
百
巻
本
東
大
寺
文
書
一
四
一
通
（
三
九
、
一
男
、
一
言
、
一
室
、
一
蚕
、
三
〈
、
一
一
完
、
一
一
酉
、
一
重
、
三
豊
、
一
重
、
皀
四
、
四
老
、
六
冥
至
〈
、
茎
〈
、

セ
ー
ニ
、
七
呉
、
美
三
、
墓
一
、
合
老
、
〈
尋
『
〈
霜
尭
八
、
九
一
零
三
六
、
一
三
〈
、
一
塁
一
、
一
云
一
、
一
三
一
、
三
一
再
三
霊
、
三
〈
一
、
三
三
三
若
、
一
言
一
、
一
三
二
、

二
一
忌
、
二
一
霊
、
一
壹
〈
、
二
一
宝
、
言
七
、
三
言
一
四
ｓ
、
二
一
里
、
一
重
一
、
二
一
蚕
二
一
雷
、
二
一
君
，
二
一
天
、
一
昌
一
、
雪
。
、
一
吾
垂
、
三
一
、
一
雪
一
一
、
一
尭
六
、

一
六
増
、
宍
奎
、
一
奄
一
、
壱
壱
一
三
〈
、
一
八
毛
、
一
八
冥
、
一
九
実
、
一
毛
二
、
一
老
六
、
一
言
二
、
二
舅
一
、
一
忌
二
三
塁
一
、
一
言
美
、
一
壼
七
、
一
員
七
、
一
三
つ
、
一
三
一
、

三
三
、
二
一
蒸
二
蓼
一
、
一
三
四
三
一
雪
、
一
三
一
、
一
三
二
、
一
嘉
一
、
二
一
碧
、
一
夏
三
、
一
翼
』
、
茜
究
、
三
弓
一
三
三
一
葵
一
、
一
美
一
垂
、
一
碧
四
、
一
冤
六
、
壼
蒻

一
天
ぢ
．
一
壱
華
、
一
言
四
、
一
冨
・
、
一
西
堤
、
天
一
三
二
八
児
、
云
尤
二
八
棗
、
一
禿
嬉
、
一
語
一
、
一
禿
二
、
言
茜
、
一
一
豆
言
一
、
一
二
合
、
一
言
七
、
一
三
二
、
一
美
一
、
三
一
空
、

茜
一
三
茜
臺
、
茜
茜
、
一
一
更
三
、
一
興
五
、
茜
〈
二
、
云
全
、
一
言
ｏ
、
一
菫
つ
、
一
菫
弓
壹
一
麺
三
共
、
一
碧
一
、
一
嘉
九
、
昊
交
、
美
苫
、
壱
一
四
、
毛
托
、
君
奎
、

天
一
言
一
蚕
天
天
一
霜
一
一
吾
っ
、
元
言
一
雲
逗
、
一
雲
七
、
皀
宝
、
【
三
〈
）
本
番
は
東
大
寺
岡
書
館
の
所
藏
に
か
‐
上
る
古
文
書
の
中
、
明
治
二
十
九

年
風
寺
の
有
識
者
に
よ
っ
て
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
全
部
で
九
十
六
巻
あ
る
が
、
學
界
で
は
こ
伽
を
百
巻
本
束
大
寺
文
書

或
は
成
巻
文
書
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

ロ
東
大
寺
文
番
七
八
四
通
（
七
、
八
、
一
言
圏
、
薑
一
二
一
重
一
受
、
菫
、
一
三
八
、
一
亮
、
一
更
、
一
言
、
茎
、
一
空
、
一
蚤
、
一
画
、
一
禿
、
一
雲
、
一
雲
、

一
九

平
安
時
代
の
古
文
番
日

’
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一

一一

一

ノ、

平
安
時
代
の
古
文
書
日
三
一

売
天
、
一
元
元
、
売
空
、
元
兇
、
売
芙
、
一
元
室
、
売
歪
．
一
垂
尖
、
完
空
、
９
ｓ
、
召
三
、
ｇ
美
、
弓
芙
、
９
毛
．
ｇ
笑
、
ｇ
茜
諺
空
室
）
と
の
文
書
は
、

禅
て
中
村
直
勝
博
士
に
よ
っ
て
、
極
く
大
雑
把
に
荘
園
別
分
類
と
し
て
一
括
つ
聖
と
さ
れ
、
而
も
未
成
巻
の
宝
・
坐
？
も
の
で
あ
る
。

〈
奔
華
秋
月
抄
裏
文
書
三
趣
（
天
壹
、
壼
全
、
壼
天
）

、
・

二
探
玄
記
裏
丈
審
一
通
（
一
犬
ｅ
・

ホ
莱
雌
断
惑
抄
裏
文
書
二
通
（
老
茜
画
三
ろ

へ
法
華
論
義
抄
裏
文
書
一
通
三
菱
◇

ト
唯
識
論
第
五
巻
問
答
抄
（
宗
性
推
）
裏
文
書
八
通
（
里
程
ゞ
空
全
、
雪
全
、
空
酋
、
四
一
茜
、
里
釜
・
里
突
、
四
一
若
）

東
南
院
文
書
（
奈
良
市
正
倉
院
）
三
六
九
通
（
一
、
二
三
布
石
、
二
、
毛
、
三
、
言
壼
、
美
、
天
、
三
、
毛
、
一
天
、
一
元
、
ｇ
・
空
、
皇
・
菫
．

茜
、
壱
、
堂
、
菫
、
菫
、
笛
、
裳
、
笑
、
△
、
全
、
全
、
会
、
心
、
空
・
究
、
一
ｓ
、
一
三
、
一
言
、
－
９
．
－
里
、
一
き
、
一
茜
、
一
全
、
一
先
、
一
釜
、
一
夫
諺

三
含
二
、
一
三
、
三
三
三
一
、
一
蚕
、
一
莞
、
一
蚕
．
一
菫
、
一
富
、
一
菫
、
一
君
、
一
言
、
茜
〈
、
一
男
、
壼
マ
壼
一
、
一
三
一
二
一
更
．
天
員
四
ｇ
、
圏
一
．
圏
一
、

吾
へ
、
吾
狸
五
己
．
一
き
、
杏
三
さ
閏
さ
へ
ふ
兎
‐
室
Ｑ
室
一
、
室
へ
室
九
．
琴
己
、
彗
一
、
塞
三
、
岑
三
、
琴
宝
．
杢
八
、
毒
有
害
大
、
塞
禿
、
喬
今
茜
一
、

盃
三
画
肖
恋
垂
粛
〈
、
茜
七
．
茜
へ
、
壼
哩
六
翌
．
六
乗
、
、
棗
一
、
枩
一
、
壱
襄
賓
〈
、
壱
七
、
壱
へ
《
妃
、
六
合
、
禿
毒
売
無
竺
八
．
七
禿
．
竺
元
、
登
一
、

ｇ

墓
一
、
七
毛
．
七
発
．
笑
Ｑ
其
一
、
堂
全
垣
允
、
増
弓
老
喫
尺
八
、
尭
弓
托
堯
据
四
、
尭
雲
尭
膏
八
三
、
八
三
、
八
三
、
合
奏
へ
兵
、
へ
酉
△
己
、
△
三
、

八
三
、
公
云
、
△
三
、
△
三
、
今
西
、
八
宝
、
会
一
、
杢
全
、
八
盃
、
へ
歪
、
八
実
、
杢
毛
、
〈
君
、
八
菫
、
八
超
、
公
一
、
八
全
、
八
全
、
灸
喫
八
余
、
先
一
、
へ
空
、
九
霊
、

九
天
、
坐
元
、
空
寒
空
〈
、
九
毛
、
空
く
、
空
担
空
言
空
一
、
・
墾
三
、
聖
三
、
空
言
、
空
穴
、
空
元
、
塑
酋
、
空
壼
、
空
く
、
墾
元
、
満
つ
．
茜
一
、
茜
零
茜
〈
、
九
増
、

九
受
、
九
児
、
釜
Ｑ
釜
七
、
釜
〈
、
九
発
、
梨
合
、
突
一
、
突
二
、
空
全
、
九
茜
、
突
七
、
染
犬
、
碧
肖
九
釜
尤
芙
、
若
七
、
若
八
、
夫
一
、
究
三
、
ご
ｇ
、
一
ｓ
一
、
一
ｓ
一
・

ご
天
、
三
元
．
己
圏
．
ろ
圏
、
言
芙
、
ち
堰
、
言
究
、
ご
合
、
一
天
恕
一
完
Ｑ
二
天
、
こ
ろ
、
二
里
、
二
美
、
二
毛
、
二
蚕
、
こ
き
、
三
否
“
三
室
、

三
盃
、
三
妻
．
三
三
、
三
面
、
三
宝
．
三
天
、
三
乗
、
三
天
、
三
輿
、
三
至
、
両
三
、
西
元
、
一
圏
五
、
丙
室
、
茜
交
、
一
悪
三
宝
宅
、
壼
天
、
五
六
、

玉
程
、
一
悪
〈
、
一
署
巽
一
美
ｃ
、
一
天
一
、
一
玉
一
、
一
天
堯
一
天
喫
一
天
零
一
天
《
、
一
天
七
、
壼
犬
、
一
天
空
三
巻
、
一
亮
一
、
一
至
一
、
一
至
言
一
発
四
、
一
発
垂

１
１
、

I

|I

5



／

二
く
つ
一
、
こ
く
一
○
、
こ
く
二
、
天
三
、
こ
く
一
八
、
こ
く
一
九
．
こ
く
一
三
℃
こ
く
一
一
四
、
一
六
韮
〈
、
三
〈
五
仁
、
一
家
〈
一
、
宍
七
四
、
一
七
一
八
、
一
七
四
三
、
一
七
五
八
、
毛
八
つ
、
壱
九
三
、
毛
九
四
、
一
八
つ
二
、

一
八
一
つ
、
一
八
三
、
一
八
三
〈
、
一
〈
一
元
、
一
念
三
、
一
八
茜
、
一
八
発
、
一
八
画
、
一
灸
五
、
一
灸
九
、
一
八
七
○
、
一
八
指
、
一
犬
三
、
一
犬
七
、
一
八
究
、
一
茜
◎
、
一
九
輿
、
一
夫
七
℃
一
夫
八
、

一
究
今
、
二
９
つ
、
二
９
－
、
二
ｓ
四
・
舌
毛
、
二
完
つ
、
一
三
つ
、
一
三
五
、
三
き
、
三
二
〈
、
一
三
翌
、
三
一
柔
、
三
菫
、
三
〈
一
ユ
”
三
笑
、
三
園
、
二
畠
〈
、
一
画
三
、
言
芙
、
、

茜
尭
、
一
言
●
、
一
美
三
、
三
夫
。
、
二
芙
垂
、
二
芙
七
、
二
芙
九
、
二
尭
・
、
二
発
九
、
こ
く
ｇ
、
こ
く
一
七
、
一
君
八
、
こ
く
三
、
二
八
一
画
、
二
令
三
、
元
Ｓ
、
舌
元
．
一
三
三
．
三
四
〈
、

臺
吾
、
三
五
一
、
三
五
二
、
三
雲
、
三
謡
、
三
霊
、
三
葵
、
二
季
、
三
菱
、
三
巻
、
一
三
三
、
三
宮
、
一
三
企
、
三
空
、
一
二
九
一
、
一
三
余
、
一
嘉
三
、
美
三
、
二
酋
一
、
‐

一
毛
七
三
、
一
莫
一
、
三
八
突
、
一
元
き
、
一
元
三
、
一
元
三
、
一
元
金
〈
、
ｇ
天
、
一
莫
垂
）
東
南
院
文
書
は
、
東
大
寺
の
薔
一
院
で
あ
っ
た
が
、
近
仙
藤
絶
し
、
明

治
初
年
毛
の
文
書
は
正
倉
院
に
献
納
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

笛

三
九
中
村
雅
眞
氏
所
藏
文
書
（
奈
良
市
）
二
通
（
ｇ
五
、
四
二
〈
、
唾
三
、
四
三
四
、
五
〈
二
、
交
七
．
一
七
二
ェ
、
一
灸
〈
、
一
九
一
元
、
一
突
些
、
一
発
二
）
何
れ
も
東
大
寺
文

書
で
あ
る
。

一
言
法
隆
寺
文
書
（
生
駒
郡
法
隆
寺
町
）
四
七
通
（
一
〈
兜
、
充
四
、
二
四
一
、
二
四
二
、
三
三
、
三
毛
、
一
四
ｓ
、
一
両
茜
一
交
一
〈
、
一
造
三
、
一
八
一
九
、
一
空
九
、
一
元
茜
、

一
九
毛
、
一
九
余
、
二
三
一
、
二
○
唱
・
三
（
」
五
、
三
二
〈
、
三
一
七
、
三
八
二
、
三
へ
四
、
一
三
三
、
一
三
元
．
一
三
元
、
二
言
、
三
巣
、
三
唱
華
一
三
全
．
一
豐
七
、
二
発
五
、
二
七
増
、

老
交
、
元
合
．
元
全
や
言
公
．
三
毛
一
・
三
言
一
、
三
元
二
、
三
里
〈
、
三
央
仁
、
二
五
三
、
三
五
二
、
三
菱
一
、
二
犬
二
、
尭
竪
、
ｇ
三
）

三
一
水
木
直
箭
氏
所
藏
文
書
（
郡
山
市
）
一
八
通
（
三
〈
二
、
三
〈
三
、
三
美
、
一
八
茜
．
一
八
典
、
一
八
韮
、
一
灸
〈
、
三
蓋
、
元
茜
、
一
言
元
、
三
尖
一
、
一
元
西
、

壷
ご
一
尭
五
、
豐
一
〈
、
四
一
９
．
四
重
、
四
一
里
）
何
肌
も
東
大
寺
支
醤
で
あ
る
。

三
一
藥
師
院
保
疵
氏
所
藏
文
書
（
奈
良
市
）
一
二
通
（
－
１
、
一
Ｗ
、
一
言
三
、
四
二
、
こ
く
〈
、
二
叉
、
一
杏
一
、
二
五
三
、
一
毛
二
．
一
天
Ｓ
、
更
二
世
）
何
れ
も
束
大
寺

文
書
で
あ
る
。
鐙
近
来
大
寺
圖
韮
耶
館
に
寄
進
さ
れ
た
。
但
し
、
五
以
下
二
○
八
ま
で
は
既
に
散
逸
し
た
。

三
一
保
井
芳
太
郎
氏
所
藏
文
書
（
郡
山
市
）
二
通
（
美
三
、
西
角
逼
）
何
れ
も
東
大
寺
丈
警
。
な
ぼ
同
氏
の
蒋
藏
に
か
Ｌ
ろ
束
大
寺
文
書
の
多
く

戸

は
、
妓
近
天
理
岡
書
館
に
蹄
し
た
。

平
安
時
代
の
古
文
番
日
二
三

『
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平
安
時
代
の
古
文
罫
け
二
四

京
都
‐
府
、
Ｉ

一
言
阿
刀
文
書
（
京
都
市
阿
刀
弘
文
氏
）
一
通
（
一
き
三

二
宝
雨
宮
善
四
郎
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
四
通
（
舌
天
、
一
蕾
。
、
美
全
、
弩
篁
）

一
昊
安
樂
蒜
院
古
文
害
（
紀
伊
郡
）
七
通
（
壽
君
、
忌
老
、
看
今
天
老
、
柔
犬
、
美
先
、
老
茜
）

一
毫
石
満
水
文
需
（
綴
喜
郡
八
幡
町
）
二
七
通
（
一
言
、
一
美
、
男
四
、
児
五
、
吾
。
、
一
つ
托
二
一
署
、
一
七
尭
．
一
公
五
．
元
尭
、
一
三
薑
、
一
言
、
一
壽
八
、
一
三
発
、

一
恵
一
、
一
莞
四
、
二
全
く
、
一
菩
二
、
一
勇
二
、
一
莞
八
、
三
四
夫
．
一
言
一
、
壹
考
一
碧
如
、
一
重
〈
諺
一
吾
二
、
四
只
五
）
田
中
家
及
び
菊
大
路
家
文
書
を
併
せ
、
東

京
．
大
學
史
料
綴
纂
所
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

三
へ
小
川
睦
之
助
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
三
）

一
莞
大
谷
大
學
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
舌
室
）

－
９
大
橋
重
喜
氏
所
藏
文
書
九
通
（
一
禿
、
八
襄
一
皇
、
一
塁
、
一
言
、
悉
く
、
言
有
一
語
九
、
一
言
ｅ
主
と
し
て
東
大
寺
文
書
を
含
む
。

一
旦
寅
茂
別
雷
祁
壯
文
書
（
京
都
市
）
八
通
（
三
窟
、
三
笑
、
三
豊
一
、
元
老
．
四
只
四
、
四
完
八
、
四
完
九
、
四
三
）

画
一
勅
修
寺
文
啓
（
京
都
市
）
三
通
三
〈
充
三
令
負
舌
空
）

一
旦
軸
修
寺
家
文
書
（
京
都
市
）
二
通
（
天
一
二
、
三
犬
）
但
し
永
昌
記
袈
文
番
で
あ
る
。

一
圏
祁
田
喜
一
郎
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
二
通
（
篝
一
圭
一
電
一
壱
夫
元
去
一
壱
一
譽
一
、
一
更
九
、
二
一
臭
、
一
美
七
．
一
重
七
、
一
琶
一
）
す
ぺ
て
三
鈷
・

寺
文
書
の
原
本
で
あ
る
。

一
里
吉
川
鯉
華
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
豊
一
）
弘
禰
寺
文
書
で
あ
る
・

一
翼
京
都
大
學
所
藏
文
書
（
京
都
市
）

ィ
大
東
文
書
一
四
通
毫
壹
、
一
七
父
、
毛
交
、
壼
言
一
丞
壽
完
這
天
宝
．
昊
美
諺
天
老
、
天
合
、
一
茶
一
、
完
全
．
一
禿
弓
売
芭

Ｉ

卜

Ｉ
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■
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■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
１
１
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
‐
●
４
‐
□
■
Ｉ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
■
１
ｊ
二
■
■
１
１
１
１
１
Ｄ
ｈ
ｖ
Ｉ
ｌ
ｑ
４

２
－
■
ロ

ロ
東
大
寺
文
書
四
四
通
（
一
英
．
堂
〈
、
七
翌
、
八
七
一
〈
、
令
亜
、
一
三
八
、
一
発
ハ
、
雪
五
、
一
五
義
薑
Ｃ
、
薑
六
、
一
｛
〈
圏
、
一
全
、
忍
五
、
一
惠
一
、
一
更
六
、

一
三
妃
、
一
三
児
、
一
層
九
、
一
菫
七
、
一
雲
八
、
言
丸
や
一
禿
一
、
一
毛
発
．
一
冥
一
、
一
蓼
毒
一
雷
二
、
一
碧
五
．
一
葵
一
、
一
二
三
一
言
一
、
一
壱
八
・
三
一
薑
、
一
言
一
、
一
三
六
、

一
茜
三
、
一
茜
△
、
一
茜
九
五
．
三
恒
竺
、
一
一
蚕
〈
八
、
一
｝
一
七
七
質
一
毛
九
噂
一
元
さ
、
三
八
空
一
）

〈
古
文
書
纂
八
通
（
仁
宅
允
さ
、
一
重
一
、
三
莞
、
垂
蒸
一
美
一
、
一
美
二
、
四
三
）

二
古
文
替
集
一
○
通
（
西
彙
天
鬮
、
毛
壼
、
舌
児
諺
一
雷
五
、
二
至
一
、
老
豐
、
茜
児
、
圏
尺
や
四
二
ｓ

一
瑁
御
府
文
書
（
京
都
市
東
山
御
文
庫
）
四
通
ｓ
一
八
、
四
発
、
二
莞
、
三
一
ｓ

一
只
九
條
家
文
書

イ
延
喜
式
裏
文
書
七
九
通
竺
些
、
一
空
、
一
語
、
一
霊
、
一
葵
、
一
君
．
一
葵
、
一
語
、
一
言
、
三
一
、
三
一
二
一
毫
、
一
惠
、
一
莞
．
四
翌
、
異
三
塁
〈
、

譽
一
．
塞
四
、
吾
垂
．
蚤
〈
、
五
両
雲
〈
、
雲
〈
、
五
一
葺
五
天
、
五
元
、
五
言
三
一
、
篝
一
、
雲
〈
、
五
毛
、
至
八
、
三
禿
、
垂
ｇ
、
雪
、
茜
一
秒
量
一
、
垂
圏
、
五
里
、

吾
六
や
茜
へ
、
吾
垂
一
茎
・
至
一
、
董
一
、
菱
｝
一
、
垂
這
至
垂
．
妻
〈
、
垂
老
、
霊
八
、
五
発
、
美
一
、
襄
一
、
雲
一
一
．
葵
四
．
葵
五
、
菱
〈
、
葵
七
、
芙
八
、
葵
九
、
毛
。
、

若
一
、
奮
一
・
君
三
．
君
喫
壱
五
、
一
葵
や
碧
膏
五
尺
、
垂
児
、
室
毎
交
一
、
へ
霊
、
全
一
、
八
究
．
二
実
、
空
男
）

ロ
九
條
家
文
書
二
通
（
天
完
、
空
尺
）

ハ
中
右
記
部
類
裏
文
書
六
通
（
老
兵
、
三
空
、
一
言
一
．
曼
豐
．
壹
石
。
一
莞
ｓ

一
男
建
内
文
書
（
京
都
市
）
二
通
（
三
右
、
元
全
）

一
君
高
山
寺
文
書
（
愛
宕
郡
）
．
一
○
通
（
一
只
四
、
一
一
鬘
．
三
八
，
一
碧
一
、
一
舅
ｏ
、
一
二
究
、
一
三
九
、
三
一
否
、
一
三
一
ユ
、
ｇ
圏
）

菫
籏
隆
寺
丈
醤
（
京
都
市
）
二
通
（
言
、
君
）

雲
一
西
園
寺
家
文
書
一
通
（
壹
若
）

一
壹
三
鈷
寺
丈
譜
（
乙
訓
郡
大
原
野
村
）
一
七
通
（
一
鑿
一
，
三
二
、
一
言
蝿
一
言
九
．
二
八
一
○
、
三
一
臭
、
一
重
二
．
一
禿
○
や
一
美
四
、
ｇ
一
八
、
ｇ
一
九
．
ｓ
一
つ
、

二
五

平
安
時
代
の
古
文
書
日



両
b｣

言

平
安
時
代
の
古
文
霄
日

一
一
一
ハ

。
ｇ
異
．
ｇ
署
．
ｇ
兇
，
再
尭
、
召
逼
）

一
雷
三
千
院
文
書
（
愛
宕
郡
大
原
村
）
‐
一
通
宍
宅
）

一
至
三
寳
院
文
書
（
京
都
市
）

ィ
醍
醐
雑
事
記
所
收
文
齊
九
二
通
全
面
、
一
禿
、
一
莞
．
一
葵
や
更
青
雲
零
発
一
、
言
吾
、
言
室
、
弓
交
、
一
見
一
、
ろ
空
、
三
二
、
三
三

三
発
、
三
堂
、
三
菫
、
石
Ｓ
、
亮
二
、
元
老
、
三
三
も
三
三
、
三
さ
、
三
茜
、
三
全
、
三
三
、
三
三
、
三
天
、
二
元
．
三
天
、
三
元
、
三
９
．

三
毛
、
三
金
、
三
夷
．
三
全
や
菫
允
、
二
言
、
三
堂
、
二
重
、
三
遍
、
茜
二
、
茜
三
、
重
宝
、
西
元
．
茜
舌
、
一
酉
天
．
茜
元
、
茜
里
、
一
園
二

一
冨
考
一
園
言
茜
兇
三
塁
諺
舌
先
三
児
・
、
三
三
、
壼
唱
、
壼
笑
、
一
壼
兇
．
一
英
二
、
美
三
、
美
三
一
，
昊
置
、
美
翌
‐
美
毛
、
一
署
一
、
昊
篁
、

一

一
一
毛
兄
．
毛
三
、
毛
西
、
老
云
．
毛
石
、
毛
穴
、
毛
元
、
壱
三
、
老
園
、
毛
兇
、
君
夫
、
天
圏
、
天
令
、
天
犬
、
二
犬
九
、
天
苦
、
三
三
、
臺
透
、

壼
宍
）
主
と
し
て
醍
醐
寺
領
干
係
の
文
書
で
あ
る
。
．

口
三
蜜
院
支
害
一
五
通
全
会
、
西
毛
、
二
美
、
二
茜
、
言
天
、
茜
合
、
老
至
、
看
允
、
老
若
．
・
天
全
や
壹
置
、
毫
三
、
蓋
老
、
ｇ
三
、

一
美
島
田
美
彦
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
七
通
（
穴
塞
、
舌
兇
、
一
壹
一
、
舌
茜
．
三
国
、
空
兄
、
豐
巴

一
毫
新
熊
野
祁
祇
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
元
皇
）

一
天
祁
護
寺
文
書
（
京
都
市
）
一
二
通
二
元
、
豈
茜
、
三
宅
・
一
莞
一
・
三
空
、
老
至
、
元
美
、
ｇ
元
、
ｇ
き
、
ｇ
三
、
團
吾
、
冨
尭
）

一
冤
随
心
院
文
書
（
京
都
市
）
一
通
二
茜
）

実
口
祁
定
寺
文
書
（
綴
喜
郡
）
四
通
魯
毛
、
ご
茜
、
美
装
、
禿
三
）

雲
田
中
忠
三
郎
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
○
通
宙
ぢ
、
塞
三
き
、
充
一
、
ご
全
、
元
玉
・
臺
竪
．
売
奎
、
ｇ
兇
．
四
宛
ｓ

一
杢
田
中
教
忠
氏
所
藏
文
茜
（
京
都
市
）
一
一
通
（
三
き
、
美
老
、
元
実
、
三
ｇ
、
三
金
、
壹
窒
、
壼
菫
、
壼
豈
》
老
ざ
、
元
先
、
空
三
）

一
室
大
徳
寺
文
書
（
京
都
市
）
六
通
三
程
、
美
増
、
天
君
・
雲
穴
、
毛
元
、
老
天
）

一
つ
九
一
、
一
つ
空
一
、
一
二
一
三
、
一
三
二

～

L

l

１
’
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
朏
腓
１
１

、
一
二
六
四
、

一
三
函
七
、

二
四
四
四
℃

こ
く
空
二
、

三
垂
合
、

四
一
八
九
）

一
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口

１

１

１

１

１

１

１

１

平

安

時

代

の

古

文

霄

日

二

八

、

一
美
東
慨
寺
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
一
萎
弓

、

一
毫
徳
祁
寺
文
書
（
愛
宕
郡
）
二
通
（
茜
己
、
柔
全
）

一
夫
鳥
居
大
路
文
書
（
京
都
市
）
二
通
（
老
ろ
、
壱
三
）
・

一
充
中
村
直
勝
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
三
児
）
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

一
さ
西
羽
倉
文
書
（
京
都
市
）
一
通
因
簑
）

雪
仁
和
寺
文
書
（
京
都
市
）
一
八
通
（
天
、
里
、
三
雲
一
壱
、
一
天
、
薑
、
一
園
、
更
、
一
碧
、
壱
、
一
三
〈
、
一
冨
、
こ
さ
、
三
空
、
舌
墓
、
天
老
、
完
妃
、

売
先
）
仁
和
寺
開
創
以
前
の
血
槻
寺
文
書
九
通
を
含
む
。

一
室
羽
田
太
郎
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
宍
ざ
）
束
大
寺
文
書
で
あ
る
ｐ

一
菫
林
康
員
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
六
通
（
元
、
壷
、
男
、
宝
元
、
臺
突
、
臺
異
）

一
宙
束
文
書
（
葛
野
郡
束
房
經
氏
）
一
二
通
（
一
全
、
言
、
一
宝
、
閏
〈
、
塁
一
、
門
弁
、
兇
〈
、
究
曾
三
空
三
菱
〈
、
二
三
、
毛
西
）

一
室
平
松
家
文
書
（
京
都
市
）
三
通
（
き
、
一
霊
、
四
岩
）

一
美
蜜
鏡
寺
文
書
（
京
都
巾
）
六
通
全
塁
一
、
壱
三
、
證
允
、
天
竺
、
三
全
一
、
売
天
）

一
君
報
恩
院
文
書
（
京
都
市
）
二
通
全
発
言
き
き
）

一
天
松
尾
祁
賦
文
書
（
京
都
市
）
二
通
（
一
勇
質
天
茜
）

一
究
妙
心
寺
文
書
（
京
都
市
）
三
通
（
一
重
毛
、
壼
宅
、
天
釜
）

一
合
妙
法
院
文
書
〈
京
都
市
）
二
通
（
蚕
全
、
壹
犬
）

六
一
村
井
倣
義
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
八
通
（
一
言
、
三
巽
、
三
菫
、
三
堂
、
苦
竺
、
壹
葛
老
実
、
一
秀
一
）
何
れ
も
束
大
寺
文
審
で
あ
る
。

一
全
八
坂
祁
疵
文
書
（
京
都
市
）
六
通
（
己
豐
、
三
毛
三
豊
一
、
天
茜
、
天
篁
、
天
夫
）

I

h

！
‐
１
１
～
‐
ｌ
‐
１
１
１
１
ト
ー
ｌ
、
Ⅱ
Ｎ
い
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
』
ｌ
‐
’
１
口
１
，
‐
，
，
１
１
１
０
口
１
１
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
，
‐
１
１
，
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一
全
陽
明
文
応
文
書
（
京
都
市
）

イ
近
術
家
文
書
三
通
（
元
酋
、
壽
臺
、
禿
豐
）

ロ
知
信
記
袈
文
書
七
通
（
一
三
、
一
〈
受
、
三
ｇ
、
三
茜
、
一
三
ｓ
、
一
臺
一
、
二
一
雷
）

〈
兵
範
記
裏
文
書
一
○
四
通
（
一
園
。
、
一
要
三
、
一
惠
つ
、
一
葵
〈
、
菫
全
一
薯
つ
℃
一
薯
一
、
一
署
二
、
一
審
蒸
一
雷
一
、
一
蚕
二
、
一
番
三
、
一
蚕
四
、
一
雷
雲
、

美
呉
、
美
塔
、
一
茜
〈
、
一
言
空
美
召
、
一
蚕
一
、
美
雪
、
美
至
、
美
篁
、
美
菌
、
兵
児
、
一
禿
謂
宅
宅
、
毛
天
、
毛
兇
、
一
菟
雲
一
重
〈
、
毛
妃
、
天
畠
、

天
父
、
元
皇
、
元
昌
、
完
三
、
元
西
、
元
毛
、
元
三
、
元
茜
、
元
兵
、
元
老
、
元
三
、
元
天
、
一
語
七
三
●
天
壽
元
夫
、
元
究
、
舌
砦
、
言
竺
、
一
》
勇
八
、

一
一
勇
九
、
三
ｇ
、
一
三
七
、
三
全
、
三
尖
．
三
犬
、
三
茜
、
三
ｓ
、
三
つ
一
、
三
畠
、
三
豊
、
壹
究
、
三
宝
，
臺
宍
、
三
天
、
三
二
、
三
茜
、
三
雲
三
美
．

三
毛
、
三
天
、
臺
元
、
三
茜
、
臺
空
、
三
里
、
臺
豐
、
壹
出
、
三
臭
、
壹
至
、
壹
彗
、
三
画
、
三
宅
、
三
天
、
三
発
、
三
菫
、
・
三
週
三
笠
、
三
笑
、

三
夫
、
壹
究
、
二
ｓ
、
壹
謂
三
里
、
臺
圏
、
一
薑
一
、
一
美
二
、
臺
至
、
臺
篁
、
雷
皇
、
壼
畠
、
忌
呈
、
壼
含
元
來
、
平
信
範
自
筆
の
兵
範
記

は
現
在
、
京
都
大
學
に
二
十
五
巻
と
賜
明
文
庫
に
二
十
九
巻
と
分
割
し
て
所
有
さ
れ
て
ゐ
ろ
。
そ
の
紙
背
文
書
は
、
六
百
四
十
四
通
に

及
び
、
そ
の
種
類
か
ら
い
へ
ば
、
信
範
宛
の
消
息
奉
書
等
が
蚊
も
多
く
、
任
官
申
文
・
係
官
畢
状
こ
れ
に
次
ぎ
、
其
の
他
上
表
案
・
詔

勅
案
・
官
符
案
・
宣
旨
案
。
政
所
下
丈
案
・
御
激
書
案
・
長
者
宝
等
の
公
文
書
を
始
め
、
注
文
・
勘
例
・
百
姓
愁
状
・
申
文
・
寄
進
状

・
注
進
状
・
義
絶
状
等
の
私
文
書
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
年
魏
を
縦
く
も
の
及
び
断
簡
題
が
多
く
（
岩
波
誰
座
「
日
本
歴
星
所
收
田
山
信
郎

昌
臘
ｌ
特
紫
安
朝
の
品
に
扇
て
ｌ
」
）
且
つ
蒐
集
の
方
針
に
従
っ
て
目
録
に
收
め
た
も
の
は
、
上
の
如
く
で
あ
る
。
乏
し
い
貴

族
家
の
所
領
燕
姻
待
に
搬
關
家
の
大
番
役
に
つ
い
て
蛍
重
な
文
書
が
多
い
。

一
念
吉
田
獣
氏
所
藏
文
書
（
京
都
市
）
一
通
（
言
導

一
金
脈
山
寺
文
香
（
京
都
市
）
二
通
曼
霊
、
一
豆
）

大
阪
府

牢
安
時
代
の
古
文
播
日
一
禿

■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
１
日
ｌ
川
川
ｒ
４
Ｂ
ｈ
ｌ
Ｉ
岾
１
１
卜
吋
Ⅲ

’

1

I

｡

I
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一一一

ノ、 ノ、 ノ、
ノ、 ‐ぜ フ匡寺
一
分
親
心
寺
文
書
（
南
河
内
郡
川
上
村
）
一
三
通
（
奎
、
更
、
三
里
、
宍
全
、
毛
元
、
垂
酋
、
毛
酋
、
天
先
、
元
交
、
宝
美
、
老
天
、
天
石
、
菫
突
）

一
合
願
象
寺
文
書
（
泉
南
郡
貝
塚
町
）
四
通
（
画
聖
、
宝
三
、
一
発
〈
、
一
天
二

元
一
金
剛
寺
文
書
（
南
河
内
郡
天
野
村
）
六
通
（
天
毛
、
一
完
宅
、
元
己
、
売
夫
、
冨
篁
、
四
兄
二

王
一
鹿
田
靜
七
氏
所
藏
文
書
（
大
阪
市
）
一
通
つ
元
凸

一
当
富
田
仙
助
氏
所
藏
文
書
（
大
阪
市
）
一
通
（
桑
）

一
茜
村
山
龍
平
氏
所
蔵
文
書
（
大
阪
市
）
一
通
（
舌
）

和
歌
山
縣

一
全
伊
太
祁
竹
帥
枇
文
普
（
海
草
郡
）
一
通
皇
免
）

一
美
軸
學
院
聴
野
文
書
（
伊
都
郡
）
二
通
（
一
重
一
、
壼
言

Ｌ

一
巻
葛
原
文
書
（
伊
都
郡
境
原
村
葛
原
孫
市
氏
）
囚
通
宝
全
、
石
美
、
天
児
、
茜
全
）

一
六
日
前
祁
肺
文
書
（
海
草
郡
）
二
通
（
三
唱
、
喬
君
）

一
発
熊
野
夫
須
美
紳
肚
文
書
（
束
牟
災
郡
本
宮
村
）
一
通
（
壹
三
）
’

二
ｇ
栗
栖
文
書
（
名
輩
那
束
栖
村
束
栖
太
郎
氏
）
二
通
三
発
七
、
一
嘉
今

弓
一
粉
河
寺
文
香
（
那
賀
郡
）
一
通
（
一
霊
）

三
一
高
野
山
文
書
（
伊
都
郡
）
一
○
四
通
（
三
、
一
莞
、
一
雪
、
四
天
、
四
元
、
四
茜
、
塁
〈
、
交
四
、
釜
四
、
天
霊
、
元
三
、
元
室
、
ご
再
一
兎
喫
一
勇
零

平
安
時
代
の
古
文
書
い
三
○

井
坊
文
書
（
大
阪
町
井
坊
英
二
氏
）
一
通
（
茜
因
）
井
坊
氏
は
齊
興
師
寺
一
乘
院
坊
官
で
あ
る
。

石
塚
響
舗
待
登
文
書
（
大
阪
市
）
二
通
（
臺
酋
、
空
き
）

勝
尾
寺
文
書
（
三
島
郡
豊
川
村
）
一
○
通
（
茜
老
、
美
盃
、
天
蓋
、
臺
這
、
三
尺
、
三
一
雷
、
壼
ｇ
、
美
実
、
美
更
、
毫
三
）

q

I

I

I

I
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ
い
品
、

８
１
－
１
町
ｊ
‐
ｂ
Ⅱ
Ｆ
ｒ
０
Ｍ
■
１
，
ト
ー
日
も
■
、
旧
師
Ｄ
ｌ
Ｉ
０
Ｐ
ｂ
日
日
■
■
■
■
■
■
１
０
Ｊ
■
■
■

１
戸

■
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三
賛
一
言
壼
一
、
二
一
薑
、
一
三
四
、
一
言
六
、
一
言
へ
、
重
言
二
四
茜
、
一
翼
一
、
壼
義
三
角
一
室
一
、
蓑
三
一
蚕
一
｝
一
、
一
蚕
っ
、
一
禿
へ
、
一
空
八
、
垂
三
一
謁
言
一
、

一
霊
国
、
二
輩
〈
、
一
葵
つ
、
一
署
。
、
二
鶏
〈
、
一
更
四
、
二
韮
〈
、
一
尭
二
、
言
一
つ
晃
、
一
重
つ
、
一
忌
八
、
一
さ
き
、
一
｝
霊
一
、
一
薑
二
』
一
雲
三
、
一
二
尺
、
一
壱
審
一
、
一
三
四
、
三
釜
、

一
莞
恒
、
一
完
〈
、
一
三
つ
、
三
七
、
三
壱
一
言
如
、
一
三
つ
、
三
二
、
一
三
再
三
莞
、
壽
再
七
、
一
言
元
、
一
重
二
、
一
重
四
、
一
重
●
、
一
雪
一
、
言
一
再
一
園
迄
、
一
重
一
、

一
》
一
四
天
、
二
頁
四
、
壹
完
、
一
尭
四
、
一
言
二
、
一
蚕
つ
、
一
雪
一
、
一
》
禿
言
一
、
一
毛
兄
、
言
室
、
一
重
へ
、
一
茗
一
善
一
、
室
這
〈
、
一
更
二
、
一
美
四
、
一
葵
這
、
一
否
五
、
言
一
室
〈
、
一
蚕
へ
、

天
豐
、
三
全
一
、
尭
培
、
元
荒
、
売
些
、
四
ｓ
一
、
召
孟
、
ｇ
翌
、
胃
芙
、
召
宝
、
画
室
一
、
四
一
茜
、
四
藝
一
）

ご
一
興
函
寺
文
書
（
日
高
郡
門
前
村
）
八
通
（
一
臺
一
、
一
薑
一
、
一
莵
八
、
四
一
毒
四
看
、
里
へ
、
里
九
、
四
三
ｓ

弓
四
崎
山
文
書
（
日
高
郡
崎
山
存
太
郎
氏
）
一
通
（
ｇ
元
）

二
皇
莊
司
文
誓
（
紀
伊
綴
風
土
記
所
收
）
四
通
（
一
重
四
、
一
勇
九
、
一
｝
菫
〈
、
一
元
禿
）

一
豆
〈
甚
右
衞
門
文
書
（
紀
伊
綾
風
土
記
所
收
ご
一
通
（
雲
三
四
三
）

舌
七
鈴
木
文
書
一
通
（
茜
奎
）

言
へ
隅
田
文
書
（
伊
都
郡
隅
田
付
）
五
通
（
一
大
一
、
一
九
天
、
晃
一
、
三
三
三
否

二
見
飾
勝
院
文
書
（
束
牟
斐
郡
）
一
通
（
三
芭

三
つ
中
村
文
書
‐
（
紀
伊
縦
風
土
記
所
收
）
一
通

一
三
中
交
替
（
那
賀
郡
中
多
傳
氏
）
二
通
（
老
釜
、
元
窟
）

二
一
二
階
堂
文
書
（
紀
伊
綴
風
土
記
所
收
）
一
通
（
一
茎
）

三
三
丹
生
榊
肚
文
書
（
那
賀
郡
川
原
村
）
一
通
（
臺
実
）

一
二
四
根
來
寺
文
垂
凶
（
那
賀
郡
）
三
九
通
（
言
く
つ
、
一
勇
一
、
一
更
〈
、
三
二
、
三
三
、
二
萎
一
、
一
壱
壹
一
、
一
壱
五
、
二
一
七
一
〈
、
三
つ
、
三
一
、
三
五
、
三
六
、
言
恒
、

一
三
八
、
三
弓
二
一
三
・
三
三
二
一
臺
、
一
昊
一
、
一
壱
八
、
一
重
つ
、
茜
茜
、
茜
豐
、
茜
證
、
崗
柔
、
一
雲
一
、
三
三
重
言
一
美
壽
一
、
孟
酋
、
弓
会
、
一
壱
二
、

一
一
一
一

平
安
時
代
の
古
文
審
日
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‐
‐
０
０
●
１
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１

１

１

１

1

①

平
安
時
代
の
古
文
書
日
三
一

三
菱
、
三
△
、
臺
圏
、
茜
宍
、
美
毛
、
毛
空
）
何
れ
も
根
來
要
警
と
し
て
所
收
。

三
垂
藥
王
寺
文
書
（
紀
伊
綾
風
土
記
所
收
）
三
通
（
吾
一
、
ご
石
、
ろ
至
）

三
六
山
西
文
書
（
紀
伊
綴
風
土
記
所
收
）
一
通
（
三
発
）

兵
庫
縣

三
七
安
藤
直
記
氏
所
藏
文
書
（
多
紀
郡
篠
山
町
）
二
通
（
層
、
壹
蓋
）

三
へ
満
水
寺
文
書
（
加
東
郡
鵬
川
村
）
二
通
（
一
言
一
、
一
天
空
）

二
元
日
下
文
書
（
出
石
火
郡
）
一
通
（
一
茜
老
）

三
石
鰡
田
多
防
氏
所
藏
文
書
（
多
紀
郡
）
一
通
酋
乗
）

一
三
吉
井
良
尚
氏
所
藏
文
書
（
西
宮
市
）
五
通
（
毛
呆
、
宍
完
、
毛
乙
、
三
全
、
三
余
）

三
一
吉
田
雁
一
郎
氏
所
藏
文
書
（
武
庫
郡
住
吉
村
ゴ
ー
九
通
（
三
、
雲
、
棗
、
先
、
受
、
三
一
、
・
三
一
三
天
、
一
葵
、
一
言
、
言
、
三
者
三
茜
、
四
天
、

登
一
、
九
全
、
弓
犬
、
三
ｓ
、
三
壹
、
一
托
八
、
天
Ｓ
、
言
兄
、
三
否
、
茜
釜
、
毛
三
、
二
元
、
芸
西
、
売
茜
、
雪
空
）
主
と
し
て
束
大
寺
文
書
及
び
法

隆
寺
文
書
で
あ
る
。

岡
山
縣

三
三
金
山
寺
文
書
（
御
津
郡
牧
石
村
）
三
通
（
三
全
、
完
篁
、
四
三
導

三
両
度
立
寺
文
書
（
吉
備
温
故
秘
録
所
收
）
一
通
（
薯
“

二
宝
塚
本
吉
彦
氏
所
蔵
文
書
（
岡
山
市
四
番
町
）
一
通
＆
壱
壱
・

炭
島
縣

三
宍
溺
野
忠
充
氏
所
蔵
文
書
二
通
（
三
葵
、
壼
犬
）
何
れ
も
巌
島
榊
砒
丈
替
で
あ
る
。

１
８
口
６
▽
１
１
１
１
卜

－
１

－
川
ｌ
ｈ
川
岬
川
脈
１
１



ｊ

守

二
二
七

一

一

一

一

へ

一
三
九

鳥
一
言
一
○

島
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

嚴
島
抑
肚
文
書
。
（
佐
伯
郡
）

イ
御
判
物
帖
二
五
通
ｇ
七
、
三
元
、
一
酉
、
一
碧
、
三
七
、
一
重
へ
臺
五
、
一
一
葵
、
一
一
莞
、
壼
亮
‘
言
一
三
一
三
一
三
一
更
一
三
一
雪
一
、
一
言
九
、

壼
苦
、
一
薑
一
、
壹
舌
、
美
奎
、
一
美
宥
老
宅
、
毛
先
、
一
覧
三
、
毛
輩
、
天
元
）

ロ
野
坂
文
書
一
七
通
（
究
七
、
一
宕
哩
、
巨
九
、
ご
請
亘
壱
三
垂
、
一
更
、
三
宝
、
一
三
一
、
三
９
．
三
ぢ
、
三
釜
、
一
全
、
一
霊
一
三
一
六
名
、

天
菫
、
天
一
言
野
坂
文
書
と
稲
す
る
も
の
は
、
大
宮
司
野
坂
家
の
文
書
で
、
般
近
、
肺
献
に
寄
進
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
山
中
武
雄
氏
探
訪
文
書
三
○
通
（
一
党
八
、
舌
芙
、
舌
老
、
這
這
孟
令
、
一
嘉
一
、
実
全
、
一
覧
二
、
天
三
、
天
一
六
、
重
く
、
天
一
三
一
丞
酉
元
三

四
一
受
、
四
一
発
、
四
一
き
、
里
〈
一
、
四
一
奎
、
邑
茜
、
豐
毒
堅
歪
、
四
一
棗
、
四
一
岩
、
四
一
炎
、
四
一
充
、
聖
君
、
堅
竺
、
四
這
一
、
四
一
歯
、
四
一
釜
）
ヒ
リ
ッ
ピ
ン

に
於
て
戦
死
さ
れ
た
吹
島
文
理
大
學
助
教
授
山
中
武
雄
氏
が
探
訪
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
そ
の
原
本
の
所
在
不
明
で
あ
る
。

二
藝
藩
通
誌
所
收
文
書
八
通
全
菫
、
三
叉
、
臺
壼
、
三
乗
、
茜
二
、
茜
突
、
塞
肴
一
藷
ご

ホ
古
事
類
苑
所
收
文
書
八
通
二
天
、
三
唱
、
三
天
、
三
ぢ
、
三
全
、
茜
空
、
三
又
、
三
毛
）

田
所
伊
織
文
書
（
藝
藩
通
誌
所
收
）
四
通
（
三
合
、
亮
一
、
葵
二
、
一
突
己
，
安
藝
國
在
鴎
田
所
氏
の
文
筈
で
、
楓
軒
文
書
繁
に
も
田
所
主

税
文
書
と
し
て
二
通
あ
る
。

庇
島
文
理
大
學
所
藏
文
書
（
庚
島
市
）
一
通
全
天
ｓ
密
堀
江
浦
定
氏
所
燕
文
書
で
あ
る
。

取
縣

新
興
寺
丈
普
（
八
頭
郡
）
一
通
（
美
究
）
・

根
縣
涌
生
文
書
（
島
根
郡
蒲
生
鰹
市
氏
）
三
通
（
一
鑿
、
元
老
、
壱
壱

千
家
丈
番
（
簸
川
郡
大
賦
町
）
四
通
（
扇
充
、
云
え
、
実
空
、
四
父
ｓ

平
安
時
代
の
古
文
書
日
一
一
三

テ
△
０
１
９
１
１
１
Ｊ
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１
１

一
Ｊ

■

ｳ

平
安
時
代
の
古
文
書
日
三
四

一
三
一
酒
井
講
太
郎
氏
所
藏
文
書
（
松
江
市
）
一
通
（
里
も
厳
島
祁
祉
文
苔
で
あ
る
。

山
口
縣

三
一
画
草
苅
家
證
文
（
池
田
常
吉
氏
）
一
通
（
元
突
）

三
垂
久
利
文
書
（
玖
珂
郡
岩
國
町
久
利
圭
一
氏
）
五
通
（
究
二
、
三
舅
君
翌
、
壼
芙
、
一
恵
む

一
三
〈
益
田
家
什
書
文
書
（
阿
武
郡
益
田
精
鮮
氏
）
六
通
（
一
韮
一
再
胃
垂
、
吾
妻
、
胃
茜
、
ｇ
蓋
、
里
至

三
毛
毛
利
家
文
書
三
通
（
毫
呆
、
君
宅
、
老
父
）

徳
島
縣

三
へ
八
鉾
艸
流
文
書
（
那
賀
郡
長
生
村
）
一
通
（
三
三
）

香
川
縣

一
二
元
金
比
羅
宮
所
藏
文
書
（
琴
平
町
）
五
通
全
く
、
犬
、
一
言
、
一
壱
、
一
七
晤
）
束
大
寺
丈
筈
・
存
日
榊
吐
文
菩
・
松
尾
紳
献
文
書
等
を
牧
む
。

商二四
○

両
剛
一
脚

二
四
一

二
四
二

二
璽
一

二
四
四

知
縣

、

土
佐
幽
鐡
簡
集
四
通
（
美
犬
、
言
三
一
》
一
園
一
、
一
恵
琶

岡
縣

梅
雅
文
書
（
三
瀦
郡
梅
津
多
喜
藏
氏
）
二
通
（
一
言
一
、
一
三
全
）
謝
地
の
北
野
天
滿
宮
田
樂
政
所
に
關
す
る
丈
普
で
あ
る
。

大
泉
坊
文
普
（
禰
岡
市
）
二
通
（
昊
美
、
君
霊
）

田
代
文
替
（
三
井
郡
田
代
太
郎
八
氏
）
七
通
（
一
霊
二
、
天
父
、
ｇ
三
豊
角
四
尺
一
、
門
尺
八
、
四
尺
九
）
和
泉
國
御
家
人
田
代
氏
の
文
書
で
あ

る
。

應
尾
榊
就
文
書
（
山
門
郡
大
和
町
）
二
通
（
完
孟
、
元
美
）

１
１
Ｌ
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１
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１
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６

Ｐ
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Ｊ

ｒ

"

二
皇
立
花
家
所
藏
文
書
（
柳
河
市
）
・

イ
大
友
文
書
一
通
（
元
託
）

ロ
保
足
文
書
三
通
（
毛
室
、
老
妻
、
元
老
）

一
重
〈
宗
像
紳
吐
文
書
（
宗
像
郡
田
島
村
）
一
通
（
乗
宅
）

佐
賀
縣

二
里
稻
佐
山
文
書
（
佐
賀
丈
書
纂
所
收
）
一
通
（
毛
三

茜
へ
河
上
山
古
文
垂
巨
（
佐
賀
郡
川
上
村
溌
相
院
）
七
通
（
二
禿
、
一
天
九
、
一
迄
詣
一
窒
一
、
一
更
四
、
一
言
八
、
一
美
。
）
§
肥
前
國
在
顕
の
文
書
を
多
く
含

む
。

二
兇
武
雄
榊
献
文
書
（
杵
島
郡
武
雄
町
）
二
三
通
（
一
言
、
一
妻
一
、
一
七
一
七
、
一
セ
き
、
一
君
垂
、
一
く
つ
一
、
一
八
一
壱
一
八
四
七
、
一
全
一
、
一
余
〈
、
一
全
一
、
一
八
苫
、

一
〈
主
、
一
苫
一
、
一
き
五
、
至
四
、
一
鑿
〈
、
一
夫
北
、
一
発
五
、
一
員
雲
一
三
尺
、
一
蚕
枩
、
一
英
二
、
一
芙
垂
．
言
尭
、
一
三
貢
一
美
迄
、
三
一
否
、
三
茜
一
、
柔
禽
一
葵
恒
、

祠
８
－
）

長
崎
縣

二
舌
鹿
烏
由
己
氏
所
藏
文
書
（
對
島
雌
原
町
）
一
通
（
一
言
一
）
對
島
下
津
八
幡
榊
壮
丈
菩
で
あ
る
。

壼
一
松
浦
家
所
藏
文
書
（
平
戸
）

イ
石
志
文
書
四
通
（
一
塁
〈
、
一
四
き
、
一
三
一
、
忌
至
）

ロ
観
世
香
寺
文
書
六
通
（
兇
一
、
き
閏
九
三
、
一
三
〈
、
一
異
質
一
逼
一
、
）

●

熊
本
縣

一
喜
一
阿
蘇
文
書
（
阿
蘇
郡
宮
地
町
）
八
通
園
省
言
晃
、
重
言
一
更
六
、
一
雪
霜
壼
唱
、
曼
言
毛
究
』
・

平
安
時
代
の
古
文
番
い
三
五

I

｜

ノ

｜

' ｜

１
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｜
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１

０

ｌ

０

０

Ｉ

ｌ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

平

安

時

代

の

古

文

雷

Ｈ

，

三

六

大
分
縣

一
雪
到
津
文
書
（
宇
佐
郡
宇
佐
町
到
雛
公
熈
氏
）
二
通
（
三
戈
、
四
塁
〈
）

ｇ

二
茜
宇
佐
大
鏡
所
收
文
書
（
到
津
公
撫
氏
本
）
二
通
（
三
全
、
三
金
、
三
念
、
三
犬
、
三
己
、
三
三
三
菫
、
三
茜
、
美
完
、
空
臺
、
空
突
）

二
菱
宇
佐
諾
家
丈
番
纂
（
小
野
龍
坦
氏
採
集
）
一
通
（
元
君
）

宝
六
小
山
田
文
書
（
宇
佐
郡
宇
佐
町
小
山
田
貞
夫
氏
）
七
通
（
舌
夫
、
三
茜
、
三
茜
、
二
美
、
三
天
．
天
三
、
壹
元
）

三
七
詫
鮮
文
書
（
北
海
部
郡
角
子
木
村
詑
癖
源
五
氏
）
．
二
通
（
忌
臺
、
毛
尭
）

宝
へ
都
甲
文
書
（
大
分
郡
八
幡
村
郡
甲
一
彌
太
氏
）
一
通
（
言
堂
）

二
尭
永
弘
文
書
（
宇
佐
郡
宇
佐
町
永
弘
他
氏
）
四
通
（
堅
興
、
堅
き
、
里
悲
、
空
夫
）

三
ａ
樋
田
古
文
書
（
宇
佐
郡
宇
佐
町
樋
田
氏
）
四
通
（
三
禿
、
壹
篁
、
三
三
、
美
壼
）

一
言
庇
瀬
迩
浩
氏
朋
藏
文
書
（
日
田
市
）
二
通
（
壼
三
、
夷
君
）
こ
の
文
書
は
、
筑
前
糸
島
郡
に
本
搬
を
構
え
た
松
浦
蕪
中
村
氏
の
文
書
で
、

江
戸
末
庇
瀬
氏
に
蹄
し
た
も
の
で
あ
る
。

、

一
塞
一
官
師
文
書
〆
大
分
市
）
一
通
（
完
Ｓ
）

二
査
柞
原
八
幡
祁
批
文
書
（
大
分
市
）
二
七
通
全
心
、
茜
一
、
唱
嬉
児
苓
彗
、
五
毛
、
ぢ
一
、
七
天
、
菫
合
、
壼
天
、
壼
茜
、
孟
豐
、
壼
老
、
美
全
も

老
二
、
君
芙
．
老
若
、
君
全
．
元
天
、
元
壼
、
元
菫
、
臺
壼
、
三
礎
、
臺
霊
、
三
菫
、
壼
舌
、
毛
宍
）

宮
崎
縣

二
茜
日
下
部
系
岡
所
收
文
書
（
宮
崎
市
湯
淺
直
氏
藏
）
五
通
（
禿
老
、
三
三
、
美
三
、
美
壼
、
美
己
）
日
向
國
在
聡
に
開
す
る
文
書
で
あ
る
が
、

若
干
雁
が
あ
る
。

二
宝
富
山
交
替
（
北
諸
縣
郡
衞
山
宜
正
氏
）
三
通
（
美
茜
、
臺
合
や
昊
企
）
。

１
１

’

１
１

『
１
１
１
ト
ー

■
｜
■
■
■
■
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
’
’
一
■
Ｒ
Ｐ
・
“
，
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
臥
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昊
六
本
川
文
書
（
束
諸
縣
郡
本
田
親
由
氏
）
一
通
（
霊
酋
）

鹿
兒
島
縣

三
宅
入
來
院
文
書
（
薩
摩
郡
入
來
院
町
）
一
通
（
壼
霊
）

１

美
へ
桑
幡
元
擬
氏
所
藏
文
書
（
姶
良
郡
）
二
通
（
美
壹
、
毫
三
）

二
禿
國
分
氏
文
書
（
薩
藩
奮
記
所
收
）
一
通
（
宝
玉
）
・

ニ
さ
植
執
印
文
書
（
薩
藩
奮
記
所
收
）
二
通
（
三
三
、
三
三

二
一
順
峯
院
文
書
（
薩
藩
薔
記
所
收
）
一
通
（
元
老
）

一
三
島
津
家
文
書
（
鹿
兒
島
市
）
三
通
ａ
三
、
四
一
三
、
四
一
三
）

二
一
瀬
戸
口
彌
一
氏
所
藏
文
書
（
姶
良
郡
清
水
村
）
一
通
全
先
進

二
宙
台
明
寺
文
書
（
陽
津
家
）
二
○
通
（
否
否
、
室
両
、
奎
一
、
菫
四
、
八
三
窒
一
、
ご
毒
一
言
三
一
麦
、
三
穴
、
一
三
先
、
一
冨
三
、
元
園
、
一
言
一
、
一
三
へ
、
、

三
天
へ
三
児
、
三
週
癸
三
老
一
、
巽
公
）

二
宝
調
所
氏
文
書
（
朧
藩
遊
記
所
收
）
一
通
（
菫
ｅ

一
玉
〈
永
利
氏
文
書
（
蔬
藩
燕
記
所
收
）
一
通
三
夫
弓

二
七
二
階
蛙
氏
文
書
（
薩
藩
燕
記
所
收
）
一
通
（
菫
壹
）

二
犬
新
田
八
幡
脚
胱
文
書
（
薩
蒲
恋
記
所
收
）
一
通
（
壹
篁
）

二
究
比
志
鵬
文
書
（
鹿
兄
島
市
比
志
鵬
彦
麿
氏
）
一
通
（
一
言
一
）

其
他

天
ロ
エ
ー
ル
大
學
所
藏
文
書
五
通
ｅ
吾
、
八
ｓ
、
三
天
、
元
茜
、
壼
蓉
何
れ
も
束
大
寺
文
書
で
あ
る
。

平
安
昨
代
の
古
文
番
い
三
七

‘

1

L



1

4

平
安
時
代
の
古
文
書
日

天
一
岡
本
氏
文
書
（
擁
書
漫
筆
所
收
）
一
通
（
毛
舌
）

天
二
清
水
寺
繊
起
所
收
文
書
三
通
（
言
一
茜
、
一
画
）

一一一

一一一

ノ、 ノ、へ來
す
べ
く
し
て
傅
來
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
、

次
の
や
う
に
放
る
。

・
愛
媛
の
各
縣
を
縦
く
）
ゐ
る
が
、
今
こ
れ
を
、
そ
の
所
識
者
と
文
書
の
内
容
の
一
致
す
る
も
の
と
一
致
し
な
い
も
の
、
即
ち
、
そ
の
家
に
傳

三
後
藤
家
文
書
一
通
（
臺
茜
）

四
古
田
券
七
通
三
因
、
三
発
、
一
勇
四
、
一
男
謂
天
美
、
舌
尭
、
壼
豐
）

幸
法
務
御
腸
初
係
次
第
裏
文
書
八
通
（
究
一
、
三
舎
、
天
茜
、
三
全
、
三
舎
、
三
三
、
三
三
、
一
莞
一
）
ゞ

以
上
縣
別
に
み
る
と
、
北
は
岩
手
縣
か
ら
南
は
鹿
兒
島
縣
に
至
る
三
十
七
都
府
縣
に
渉
っ
て
（
青
森
・
秋
田
・
禰
島
・
群
馬
・
岐
阜
・
富
山

府
縣
名
一

京
都
府

東
京
都

和
歌
山
縣

奈
良
縣

滋強縣率噸蠅大分隅

｜
Ａ
類
一
Ｂ
類
一
計
一
一
・
府
縣
名
一

（
前
者
を
Ａ
類
、
後
者
を
Ｂ
類
と
す
る
）

一一一一 ＝一

つう･§＝二王五＝五 含逗

一
一
』
一

一
一
二
．

四
五
一一一 プぐつ.一五‐

一一一一一＝＝五五
o＝‐＝

一一

一

一

一
一
一

一
一一

一

一

蒐
集
に
よ
っ
て
所
持
せ
ら
れ
て
所
有
者
と
文
書
の
内
容
と
が
無
關
係
の
も
の
と
に
類
別
す
る
と

大
阪
府

三
亜
縣

祁
奈
川
厩

兵
庫
縣

祁
岡
蛎

靜
岡
縣

千
葉
螂

庚
腸
縣

Ａ
麺
一
Ｂ
類
一
計
一
府
‐
縣
名
一
Ａ
類
一
Ｂ
類
一
計

ｌ
ｈ
、
０
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

プロ､S＝五ﾝ増五二二五
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ロ
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■
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巳
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■
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ｈ
ｌ
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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縣

新
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縣

愛
知
縣

岡
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縣
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縣

佐
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縣

長
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縣

宮
崎
縣
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右
表
で
京
都
府
が
、
最
も
多
数
を
占
め
、
而
も
Ａ
類
に
お
い
て
も
毅
多
数
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
山
城
國
平
安
京
の
眺
在
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
微
然
の
現
象
で
あ
る
が
、
東
京
都
が
、
そ
の
次
位
を
占
め
、
伽
も
Ａ
類
が
僅
か
五
で
あ
る
に
對
し
、
Ｂ
類
が
四
五
を
示
し
て
ゐ
る
と
と

は
、
財
力
と
文
化
の
新
興
首
都
で
あ
る
こ
と
よ
り
生
ず
る
現
象
で
あ
り
、
和
歌
山
縣
が
、
奈
良
縣
の
上
位
に
あ
る
こ
と
は
、
高
野
山
を
中
心
と

す
る
平
安
朝
文
化
の
繁
榮
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
鹿
兒
島
縣
が
滋
賀
縣
と
並
ん
で
、
鋪
五
位
に
あ
る
こ
と
は
大
分
縣
の
第
七
位
に
あ
る

こ
と
と
共
に
、
注
目
せ
ら
れ
る
。
大
分
縣
の
が
聴
主
と
し
て
宇
佐
紳
宮
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
に
對
し
、
鹿
兒
島
縣
の
は
、
在
臓
關
係
の
も
の
が

多
い
。
概
し
て
Ａ
類
の
数
字
は
、
ほ
噂
そ
の
地
方
の
、
平
安
時
代
の
歴
史
的
地
位
に
相
應
す
る
と
老
へ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
右
表
は
、
所

藏
者
數
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
文
書
邇
倣
か
ら
見
れ
ば
、
鋪
四
位
に
あ
る
奈
良
鵬
が
断
然
他
を
服
し
、
京
都
府
が
こ
れ
に
次

ぎ
、
東
京
都
一
史
に
こ
れ
に
つ
ぜ
く
こ
と
と
な
る
。
奈
良
脾
で
は
束
大
寺
、
京
都
府
で
は
東
寺
の
文
書
が
、
こ
の
順
位
を
決
定
す
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
雨
寺
の
文
書
は
、
少
な
か
ら
ず
寺
外
に
流
出
し
た
も
の
と
合
せ
て
、
平
安
時
代
の
研
究
に
、
重
要
な
地
位
を
占
め
る
所
以
で
あ
る
。

（
未
完
）

一
宮
城
縣
一

石
川
縣

岩
手
縣

一
山
形
縣

一

栃

木

縣平
安
時
代
の
古
文
番
い

１
１
１
１

一一

｡‐三二二 一

一一 ・-一一つ ・-一

■
■
Ｆ
１
‐
ロ
‐
ｊ
Ｈ
ｌ
‐
１
Ｊ

二

一

埼

王

縣

二
一
一
確
報
“
▼

烏
坂
縣

徳

陽

縣

一今 一一つ。

つ｡つ一一一
■
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■
Ｐ
Ｌ
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■

一
香
川
縣

一
商
知
縣

一一一

熊
本
縣
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Documents intheHgi""平安Period

-EspeciallyontheirDistribution-

byR･Takeuchi
▲
■
戸

Themanuscripts inthe@f"な'α〃pf,riod"(fromA.D.781toA.D.1184)

canbedividedinto twoclasses.First, documents transmitte( in the

formofthecollectinnofoldmanuscriptseditedbycontempo' 1ries, as

R""〃s""(kz物αﾙ〃類聚三代格,C"qy"g""s"朝野群戦andR"がzf/i'se"s"

類聚符宜抄; secondly,,manuscript3Properwhichhavebeenpreserved

intemplesandshrinesfromthat time_

The latte amountingtosomefivethousand,arescatteredalかj,.､tall
p

overthecountry,whilemanuscriptsintheMzγαperiodarec(EK4servedン
毎

coUectivelyintheShDsO加正倉院,Mzγα・Andmanyofthel丁司refound

e9peciallyinZVI"γα,卿両oandTOkyo.Thisfacttellsusthatthehistorical

development of civilization is reflected in the distriPutionof old

manuscripts.Atthesametime, itwouldsetforththat thecivilization

hadspreadat length, comparedwiththeJVizγαperiod, anoverthe

country.
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